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近
世
に
お
け
る
領
事
の
裁
・
判
権

伊
藤
不
二
男

一

　
　
　
私
は
さ
き
に
「
近
世
に
お
け
る
領
事
の
地
位
」
　
（
法
政
研
究
、
　
第
二
三
巻
第
一
号
、
一
－
二
二
頁
、
　
昭
和
三
〇
年
＝
月
）
に
お
い

　
　
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
の
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
近
世
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
商
業
都
市
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
領
事
が
、
国
家
に
よ
つ

　
　
て
任
命
さ
れ
る
国
家
の
機
関
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
時
代
の
領
事
の
地
位
は
、
か
え
っ
て
非
常
に
低
い
も
の
と
評
価
さ
れ
る

　
　
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
－
そ
れ
が
国
家
機
関
と
し
て
の
公
の
資
格
を
有
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
、
と
き
に
は
私
人
た

　
　
る
外
国
人
と
同
一
に
す
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
さ
い
に
、
そ
の
こ
と
の
主
要
な
理
由
と

　
　
し
て
、
e
常
駐
外
交
使
節
の
制
度
が
一
般
化
し
た
こ
と
と
、
口
領
土
主
権
の
観
念
が
確
立
し
、
領
事
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
限
を
失
う

　
　
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
と
を
指
摘
し
た
。
が
、
そ
の
な
か
の
第
二
の
点
は
、
後
に
「
近
世
に
お
け
る
領
事
の
裁
判
権
」
と
し
て
説
く
予
定
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
る
、
と
の
べ
て
お
い
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
、
ひ
と
ま
ず
私
の
「
領
事
の
歴
史
」
に
関
す
る
研
究
の
し
め
く
く
り
に

説　
　
し
た
い
と
お
も
う
。

論　
　
　
そ
の
場
合
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
領
事
裁
判
と
関
連
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
聞
鑓
潟
。
冨
H
。
・
と
ト
ル
コ
の
皇
帝
5
ω
巳
＄
昌
ど
F
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論説

§
き
圓
と
が
結
ん
だ
一
五
三
五
年
の
6
巷
詳
巳
鋤
ぼ
§
に
つ
い
て
の
べ
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
こ
の
条
約
は
国
際
法
史
上
、
「
キ
リ
ス
ト

教
徒
は
異
教
徒
と
条
約
を
結
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
」
と
い
う
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
際
法
が
、
最
初

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
共
通
の
法
と
し
て
成
立
し
た
の
ち
、
そ
の
妥
当
範
囲
を
拡
大
し
て
、
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
も

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
論
文
の
本
筋
か
ら
は
す
こ
し
離
れ
る
こ
と
に

は
な
る
が
ふ
そ
の
問
題
も
こ
の
と
こ
ろ
で
の
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

（
－
）
拙
稿
8
「
中
世
の
領
事
制
度
－
領
事
の
名
称
と
選
任
一
」
（
法
政
研
究
、
第
二
囲
巻
第
二
号
、
一
三
一
－
一
五
四
頁
、
昭
和
二
九
年
二
月
）
、
口

　
　
「
中
世
の
領
事
制
腰
の
特
色
－
領
事
の
職
務
を
中
心
と
し
て
一
」
，
（
法
政
研
究
、
第
二
一
巻
第
三
・
四
合
題
号
、
二
九
九
⊥
三
一
〇
頁
、
、
昭
和

二
｝
九
年
三
月
）
、
日
「
近
世
に
お
け
る
領
事
の
地
位
瞬
（
怯
政
研
究
、
第
二
三
巻
第
一
号
「
一
！
二
二
頁
、
昭
和
三
〇
年
一
一
月
）
。
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二

　
近
世
に
な
っ
て
、
ヨ
：
ロ
ッ
パ
に
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
、
中
央
集
権
の
い
わ
ゆ
る
近
代
国
家
が
成
立
す
る
こ
と
に

な
る
と
、
従
来
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
の
世
界
主
権
（
を
。
円
往
ω
o
＜
9
Φ
哲
ρ
畠
）
の
観
念
（
す
な
わ
ち
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
が
一

定
の
範
囲
の
領
土
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
普
遍
的
な
世
界
国
家
の
主
権
者
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
）
に
代
っ
て
、
領
土
主
権

（
↓
㊦
叢
一
8
ユ
巴
ω
○
〈
①
「
蝕
ひ
q
子
中
）
　
の
観
念
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
が
、
こ
の
領
土
主
権
の
観
念
と
は
、
「
領
土
内
に
あ
る
す
べ

て
の
人
は
領
土
に
所
属
す
る
」
（
ρ
巳
8
三
創
①
馨
ぎ
8
ヨ
8
「
δ
Φ
馨
α
①
3
三
8
鼠
。
●
）
と
い
う
原
則
に
も
と
づ
い
て
、
国
家
は
自
国
の

領
土
内
に
お
い
て
排
他
的
な
最
高
の
支
配
権
を
有
し
、
－
他
の
国
家
が
こ
れ
に
干
渉
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
は
っ
き
り
と
公
式
に
確
認
し
た
の
は
、
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
平
和
条
約
（
昏
①
℃
＄
8
0
h
名
①
ω
七
二
離
⇔
）
　
で
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（
⊥
）

あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。

　
従
っ
て
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
国
家
は
自
国
の
領
土
内
に
あ
る
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
裁
判
権
を
行
使
し
、
そ
の
領
土
内
で
他
の
国

家
の
領
事
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
止
は
、
そ
の
国
の
領
土
主
権
に
対
す
る
侵
害
と
考
え
ら
れ
た
。
　
（
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
時
代
に
は
法

の
適
用
に
関
す
る
原
則
も
、
中
世
以
来
の
属
人
法
主
義
の
原
則
に
代
っ
て
、
属
地
法
主
義
の
原
則
が
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
）
　
そ
の

結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
お
い
て
は
、
領
事
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
い
う
そ
の
も
っ
と
も
重

要
な
権
限
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た
め
に
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
億
、
領
事
制
度
は
そ
の
重
要
性
を
失
い
、
領
事
の
地
位
も
当
然
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

非
常
に
低
い
も
の
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス

ト
教
諸
国
家
に
お
い
て
も
、
な
お
し
ば
ら
く
の
間
は
、
外
国
の
領
事
（
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
役
人
）
に
裁
判
権
の
行
使
を
認
め
た
事

例
が
残
存
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
一
般
の
情
勢
か
ら
い
え
ば
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
。
が
、
こ

こ
で
は
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
例
外
的
な
事
例
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
お
い
て
も
、
近
世
に

な
っ
て
た
だ
ち
に
領
事
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
い
う
権
限
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
事
実
を
明
か
に
し
て
お
く
こ

と
に
す
る
。
　
（
つ
ま
り
、
領
土
主
権
の
観
念
が
↓
般
に
確
立
し
た
後
に
お
い
て
も
、
領
事
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
キ
リ

ス
ト
教
諸
国
家
の
間
に
お
い
て
も
相
互
主
義
に
よ
っ
て
、
か
な
り
な
が
い
間
認
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
）

　
そ
う
す
る
と
、
た
と
え
ば
、
O
（
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
平
和
条
約
以
前
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
も
す
で
に
領
事
の
裁
判

権
が
し
だ
い
に
廃
止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
に
、
）
一
五
五
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
国
王
団
鑓
潟
。
δ
国
の
特
許
状
（
§
嘗
①
ω
℃
簿
①
暮
①
ω
）

は
、
そ
の
国
に
居
住
す
る
ス
エ
ー
デ
ン
の
国
民
に
対
し
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
か
れ
ら
の
商
品
、
財
産
、
船

舶
な
ど
に
関
し
て
か
れ
ら
の
間
に
生
じ
た
紛
争
を
裁
判
す
る
た
め
に
、
二
名
ま
た
は
四
名
の
裁
判
官
　
（
甘
σ
q
o
ω
ま
た
は
巴
ユ
臼
§
鋤
謬
嵩
ω
）
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（
3
）

　
　
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

説　
　
　
ま
た
、
⇔
ス
ペ
イ
ン
国
王
℃
三
一
一
号
①
日
と
イ
ギ
リ
ス
国
王
冨
ヨ
①
ω
H
の
間
の
一
六
〇
四
年
の
平
和
と
同
盟
の
条
約
は
、
外
国
人
の

論　
　
た
め
の
外
国
の
裁
判
権
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
間
に
紛
争
が
生
じ
た
と
き
は
、
被
告
の
属
す
る
国
の

　
　
裁
判
官
の
み
が
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
、
従
っ
て
領
土
国
の
国
民
が
そ
の
国
で
外
国
人
を
訴
え
る
と
き
は
、
そ
の
外
国
人
の
属
す
る
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
役
人
に
訴
え
て
裁
判
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
さ
ら
に
ま
た
、
⇔
フ
ラ
ン
ス
国
王
顕
。
葭
一
ミ
と
イ
ギ
リ
ス
国
王
冨
§
①
ω
H
　
の
間
の
一
六
〇
六
年
の
条
約
も
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
定
め

　
　
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
↓
方
の
国
の
領
土
内
に
あ
る
他
方
の
国
の
国
民
を
ふ
く
む
事
件
を
裁
判
す
る
た
め
に
、
混
合
裁
判
所
を
設
け
る
こ

　
　
と
、
そ
の
裁
判
所
は
二
名
の
イ
ギ
リ
ス
人
と
二
名
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
裁
判
官
は
O
o
亭

　
　
ω
巽
く
舞
①
霞
ω
留
8
網
目
。
「
8
と
よ
ば
れ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
裁
判
官
の
意
見
が
同
数
に
わ
か
れ
て
対
立
す
る
と
き
は
、
裁
判
所
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
国
の
国
民
か
ら
第
五
番
目
の
裁
判
官
を
選
び
、
多
数
決
に
よ
っ
て
判
決
を
下
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
㈲
デ
ン
マ
ー
ク
と
ロ
シ
ヤ
の
間
の
蝸
七
八
二
年
の
修
交
・
通
商
条
約
は
、
領
事
の
裁
判
権
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の

　
　
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
の
締
約
国
の
領
土
内
に
あ
る
他
方
の
締
約
国
の
国
民
は
、
そ
の
相
互
間
の
争
い
を
合
意
に
よ

　
　
っ
て
自
国
の
領
事
の
裁
判
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
し
か
し
、
　
訴
訟
の
両
当
事
者
が
自
国
の
領
事
に
訴
え
る
こ
と
を
欲
し
な
い
と
き

　
　
は
、
領
土
国
の
普
通
の
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
四
条
）
。
　
領
事
は
両
締
約
国
の
合
意
に
よ
り
、
友
交
・
同
盟
国
の
役
人

　
　
と
し
て
自
国
の
国
民
の
訴
え
を
裁
判
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
し
か
し
自
分
自
身
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
駐
在
国
の
法
と
裁
判
所
の
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
二
五
条
）
、
と
。

　
　
　
㈲
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ヤ
と
の
間
の
一
七
八
七
年
の
条
約
も
、
こ
れ
と
同
様
の
規
定
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
双
方
の
締
約
国
の

　
　
領
事
は
、
相
手
国
の
領
土
に
お
い
て
自
国
の
国
民
が
相
互
の
合
意
に
よ
り
、
か
れ
ら
の
間
の
紛
争
を
領
事
の
裁
判
に
付
託
す
る
と
き
は
、
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（
7
）

こ
れ
を
裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
七
条
）
、
と
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
因
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
に
結
ば
れ
た
一
七
八
八
年
の
条
約
（
領
事
お
よ
び
副
領
事
の
職
務
お
よ
び
特

権
を
定
め
る
た
め
の
条
約
）
も
、
領
事
の
裁
判
権
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
合
衆
国
の
領
土
内
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
の
間
の
“

争
い
、
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
内
に
あ
る
合
衆
国
の
国
民
の
間
の
争
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
領
事
ま
た
は
副
領
事
が
裁
判
し
、
領
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

国
の
役
人
は
こ
れ
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
（
第
一
二
条
）
、
と
。
（
し
か
し
こ
の
条
約
は
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
合
衆
国
と
フ
ラ
ン
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
間
に
紛
争
を
生
ぜ
し
め
た
の
ち
、
一
七
九
八
年
に
合
衆
国
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
。
）

　
ま
だ
こ
の
ほ
か
に
も
、
㊨
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
お
い
て
、
領
事
（
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

役
人
）
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
事
例
の
証
拠
と
な
る
条
約
は
沢
山
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

間
に
結
ば
れ
た
↓
六
五
四
年
の
条
約
に
よ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
居
住
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
が
、
か
れ
ら
の
間
の
争
い
を
裁
判
す
る
た
め

に
、
か
れ
ら
の
な
か
か
ら
甘
ユ
鴨
お
8
ω
o
『
＜
9
。
8
『
を
選
ぶ
特
権
が
認
め
ら
れ
た
。
　
が
、
こ
れ
も
や
は
り
同
様
の
事
例
（
領
事
の
裁
判
権

行
使
の
事
例
で
は
な
い
と
し
て
も
、
す
く
な
く
と
も
領
土
主
権
に
対
す
る
例
外
の
事
例
）
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
制

度
は
、
一
八
四
二
年
の
条
約
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
と
い
わ
れ
る
。
が
、
同
様
の
条
約
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ス
ペ
イ
ン
、
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ラ
ン
ス
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
間
に
も
結
ば
れ
た
。

（
1
）
↓
ぎ
ヨ
β
ρ
ω
〉
開
『
巴
≦
巴
冨
び
》
工
一
ω
8
蔓
o
h
甚
①
ピ
拶
≦
o
h
Z
鋤
甑
。
葛
℃
＜
o
一
●
い
　
。
。
㊤
P
℃
．
一
ミ
i
一
仁
。
。
・

（
2
）
前
掲
、
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
領
事
の
地
位
」
法
政
研
究
第
二
三
巻
第
一
号
、
九
一
二
二
頁
。

（
3
）
”
淳
巴
陣
①
7
男
。
ま
「
少
↓
円
巴
件
σ
号
U
3
搾
ぎ
8
∋
騨
二
〇
葛
一
角
鑑
三
貫
↓
o
ヨ
●
寒
’
一
◎
。
◎
。
◎
。
’
℃
・
お
曾
一
・
U
億
§
〇
三
鴇
O
o
壱
易
巷
ぞ
曾
ω
色

　
a
冨
。
ヨ
舞
昼
仁
①
ユ
駕
曾
。
詳
ユ
①
ω
σ
q
⑦
コ
ρ
↓
o
ヨ
●
＜
℃
讐
・
碧
ミ
b
。
◎
。
℃
℃
●
O
い

（
4
）
”
二
巴
凶
曾
嶋
a
置
市
。
，
畠
こ
↓
○
露
呈
℃
・
お
㊤
1
念
。
旧
旨
U
g
ヨ
§
ρ
。
，
畠
；
↓
o
ヨ
●
＜
℃
宮
門
ミ
N
。
。
導
℃
。
ω
α
●
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論説

（
5
）
即
等
窪
目
①
〒
閏
＆
曾
少
。
や
魯
：
↓
○
ヨ
．
葺
℃
●
念
9
ω
ぴ
葺
望
毎
ご
～
穿
笥
母
Φ
塁
帥
8
『
蕊
ξ
L
湧
網
ω
の
帥
a
一
富
O
①
∩
豪
。

　
H
⑩
N
9
　
℃
’
ω
◎
◎
。

（
6
）
0
8
・
寄
＆
・
号
と
鋤
算
9
ρ
図
①
8
①
＝
9
↓
鑓
搾
ひ
P
ω
①
6
§
山
①
豊
こ
↓
o
昇
津
℃
日
。
。
一
◎
。
も
●
ミ
。
。
・

（
7
）
。
。
喜
望
§
ピ
旦
・
㌻
。
凶
蝕
ご
℃
と
旧
。
・
戸
α
Φ
冨
桟
§
ω
博
β
鼻
鳩
↓
§
・
辱
℃
螢
。
。
”
三
㊨
①
．

（
8
）
℃
．
℃
量
島
⑦
雫
閏
。
血
曾
少
。
℃
．
α
｛
ご
↓
o
ヨ
●
宅
℃
P
q
O
。
9
ω
三
び
ω
ゴ
ζ
⇒
ピ
一
ρ
o
℃
．
α
f
P
念
・
・

（
9
）
｝
○
冨
b
ご
器
ω
Φ
三
半
。
。
β
＞
9
α
q
霧
叶
O
h
ぎ
叶
Φ
讐
醇
δ
罠
一
更
牽
く
。
劉
F
δ
0
9
℃
●
。
・
ω
一
。
。
轟
・

（
1
0
）
ω
三
げ
ω
『
§
ご
～
○
℃
．
良
叶
こ
℃
・
巽
一
富
参
照
Q

（
1
1
）
o
。
胃
二
更
曾
ω
↓
三
ω
ω
噂
亀
虫
霊
≦
○
胤
、
2
餌
江
◎
霧
㍉
茜
葺
の
螢
巳
時
三
一
①
ω
長
野
冒
①
o
｛
幕
8
ρ
レ
嵩
睾
¢
急
三
〇
P
お
く
訪
巴
騨
註

　
Φ
三
9
憎
α
q
o
9
」
Q
O
㊤
N
、
℃
』
①
o
Q
一
N
①
Φ
陀
蒔
O
b
Q
一
心
O
ω
・
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三
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．
・
－
・
－

噛
近
世
に
な
っ
て
か
ら
も
キ
リ
ス
ト
玉
膚
国
家
に
お
い
て
、
領
事
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
が
全
く
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
い
う
証
拠
は
《
国
家
の
法
律
の
な
か
に
意
こ
れ
を
発
見
す
み
こ
と
が
で
き
る
，
が
、
す
で
に
の
べ
た
よ
え
に
、
近
世
に
な
っ
て
領
事
制

度
に
関
す
る
国
内
の
法
律
を
他
の
諸
国
家
に
さ
き
が
け
て
完
備
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
に
な
ら
っ
て
、
他

の
諸
国
家
も
自
国
の
新
し
い
領
事
制
度
に
関
す
る
法
律
を
制
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
諸
国

家
の
法
律
の
基
本
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
を
例
に
と
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

．
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
の
な
か
で
、
最
初
に
近
代
的
な
領
事
制
度
を
定
め
た
も
の
と
し
て
も
っ
と
為
重
要
な
の
は
、
」

六
八
一
年
の
勅
令
（
海
事
に
関
す
る
命
令
O
a
o
菖
磐
8
創
①
冨
ヨ
鷲
ぎ
0
）
で
あ
る
。
　
こ
の
勅
令
億
、
領
事
の
裁
判
権
に
欄
℃
て
、
つ
，

ぎ
の
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
《
民
事
お
よ
び
刑
事
の
裁
判
権
に
関
し
て
、
領
事
は
慣
習
と
か
れ
ら
が
駐
在
す
る
国
の
主
権
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
の
間
に
結
ば
れ
た
＄
℃
謬
巳
舞
δ
霧
と
に
従
う
（
第
一
巻
、
第
九
章
、
第
一
二
条
）
、
と
。



近世における領事の裁判権（伊藤）

　
し
か
し
こ
こ
に
い
う
0
9
嘗
ε
冨
岱
。
昌
ω
と
は
、
　
フ
ラ
ン
ス
が
ト
ル
コ
な
ど
の
回
教
国
と
結
ん
だ
8
℃
＃
巳
四
鉱
8
と
よ
ば
れ
る
特
殊
な

意
味
の
条
約
だ
け
を
さ
す
の
で
は
な
く
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
国
を
も
ふ
く
め
て
他
の
諸
国
家
と
結
ん
だ
条
約
一
般
を
意
味
す
る

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
勅
令
の
規
定
は
、
ト
ル
コ
や
そ
の
他
の
非
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
事

ば
か
り
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
駐
在
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
も
、
慣
習
や
条
約
に
よ
っ
て
は
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
限
を
有

す
る
こ
と
を
予
定
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
正
し

い
こ
と
を
示
す
証
拠
と
し
て
、
　
審
湿
一
σ
q
昌
。
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
も
し
こ
の
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
に
お
い
て
、

領
事
が
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
疑
う
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
シ
シ
リ
ー
に
駐
在
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
で
あ
っ
た
　
U
①
＜
9
暮
と

か
島
、
国
く
9
。
葺
ど
か
い
う
人
に
対
し
て
、
　
一
七
三
五
年
と
一
七
三
七
年
の
間
に
裁
判
権
が
与
え
ら
れ
た
事
実
を
指
摘
す
れ
ば
充
分
で
あ

（
4
）

る
、
と
。

　
ま
た
一
七
七
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
勅
令
（
領
事
の
司
法
と
警
察
に
関
す
る
職
務
を
規
定
し
た
命
令
）
も
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
規
定
す
る
。

す
な
わ
ち
、
，
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
は
、
そ
の
管
轄
区
域
の
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
の
間
に
生
じ
を
紛
争
の
第
一
審
の
裁
判
を
行
な
う
権
限
を
有
す

る
こ
と
（
第
一
条
）
。
　
お
よ
び
、
外
国
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
は
、
他
の
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
を
外
国
の
裁
判
官
ま
た
は
そ
の
他
の
役
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
（
5
）

に
訴
え
て
は
な
ら
な
い
（
第
二
条
）
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
勅
令
も
、
前
記
の
一
六
八
↓
年
の
勅
令
と
同
様
に
、
回
教
諸
国
家
ば
か
り
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
を
も
ふ

く
め
て
、
す
べ
て
の
外
国
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
の
職
権
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
な
に
よ
り
そ
の
前
文
の
示
す
と

お
り
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
勅
令
は
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
が
、
こ
と
に
近
東
の
諸
国
家
の
沿
岸
に
お
い
て
行
使
す
る
司
法
お

よ
び
警
察
に
関
す
る
職
権
を
定
め
る
、
と
い
う
主
旨
の
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
主
と
し
て
は
、
近
東
の
諸
国
家
に

お
け
る
フ
ラ
ン
ス
領
事
の
裁
判
権
な
ど
の
職
権
を
規
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
主

38　（2－4　●　7）　135



　
　
と
し
て
そ
う
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
に
限
っ
た
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
前
文
に
よ
る
と
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の

説　
　
こ
と
が
、
　
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
他
の
一
般
の
外
国
に
駐
在
す
る
フ
ラ
ン
ス
領
事
の
裁
判
権
や
警
察

論　
　
権
、
お
よ
び
そ
の
手
続
に
関
す
る
規
則
を
定
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
領
事
館
で
行
な
わ
る
裁
判
や
警
察
権
の
行
使
を
統
一
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
事
実
、
こ
の
勅
令
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
国
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
た
証
拠
と
し
て
、
一
七
九
七
年

　
　
に
ゼ
ノ
ア
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
を
被
告
と
す
る
一
切
の
民
事
事
件
に
つ
い
て
第
州
審
の
裁
判
官
で
あ
っ
た
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
い
う
事
実
が
示
さ
れ
る
。

　
　
　
も
と
よ
り
、
国
家
の
法
律
が
領
事
の
裁
判
権
を
定
め
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
現
実
に
領
事
が
裁
判
権
を
行
使

　
　
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
領
事
が
現
実
に
裁
判
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
国
家
が
そ
の
こ
と
つ
い
て
、
条
約
の

　
　
締
結
な
ど
に
よ
り
他
の
国
家
（
領
事
が
駐
在
す
る
国
家
）
の
同
意
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

　
　
ず
、
国
家
の
法
律
は
領
事
の
権
限
の
基
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
国
家
の
法
律
が
領
事
の
裁
判
権
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
際

　
　
に
そ
の
時
代
に
お
い
て
は
そ
う
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
よ
う
な
法
律
の
定
め
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

　
　
と
は
、
す
く
な
く
と
も
そ
れ
が
、
実
際
に
領
事
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
証
拠
と
な
り
う
る
、
と
い
う
こ
と

　
　
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
上
記
の
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
は
注
昌
に
値
す
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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（
1
）
前
掲
、
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
領
事
の
地
位
」
法
政
研
究
、
第
一
一
三
巻
第
一
号
、
六
一
八
頁
。

（
2
）
℃
●
℃
塁
象
嬢
嶋
＆
曾
少
。
p
9
肯
：
8
。
ヨ
●
ヨ
◎
・
蒔
畠
．

（
3
）
≧
⑦
〆
α
①
Ω
輿
8
簿
ρ
α
o
＜
巴
蜀
r
O
三
二
窯
舞
一
程
Φ
鋤
①
ω
8
鴇
巳
舞
ω
℃
窃
。
巴
三
9
し
。
。
Φ
。
。
℃
↓
o
幹
旧
［
甲
℃
・
α
δ
i
盟
一
・

（
4
）
罫
ご
号
冨
茜
拝
ピ
．
ヨ
。
・
齢
帥
ε
9
コ
8
霧
三
審
⑦
㍉
釜
石
ω
。
・
⑩
三
ω
§
5
琴
傷
①
〇
三
巴
．
き
9
毎
ひ
窃
q
§
甕
①
葛
ρ
鐸
．
窪
8
ヨ
ヨ
①
9
？



　
ヨ
①
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含
只
①
ヨ
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巳
宮
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（
H
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◎
O
O
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．
三
馨
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凶
誘
象
覧
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ヨ
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ユ
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①
噂
一
。
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Φ
9
℃
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綬
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（
5
）
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畦
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8
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⇔
菖
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号
ω
樽
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9
ま
g
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魯
嘗
①
冨
寄
碧
8
9
一
①
ω
窟
陣
ω
ω
き
8
ω
σ
零
き
α
q
騨
①
ω
℃
卑
菊
8
⊆
Φ
＝
9
嘗
餌
ま
ω
①
什
鋤
9
①
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α
一
望
。
ヨ
舞
一
ρ
β
①
P
一
◎
。
O
b
。
℃
＜
o
ピ
閏
噛
P
お
一
1
お
騨
ρ
閃
・
9
】
≦
鋤
算
①
5
釦
D
℃
o
℃
・
9
什
こ
↓
o
ヨ
●
目
’
一
◎
。
岩
℃
℃
・
①
器
1
①
ω
ω
●

（
6
）
9
『
●
適
8
戸
。
や
息
∬
＜
皇
・
F
P
お
。
ー
ホ
ご
O
’
，
号
竃
塗
物
魯
ρ
。
，
9
こ
↓
。
3
・
目
℃
・
①
。
。
P

（
7
）
Q
o
三
7
留
巷
＝
ξ
8
．
9
r
℃
．
念
●

四

近世における領事の裁判権（伊藤）

　
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
に
の
べ
た
よ
う
な
例
外
は
あ
る
と
し
て
も
、
と
に
か
く
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教

諸
国
家
に
お
い
て
は
、
↓
般
に
、
領
事
が
従
来
の
よ
う
に
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
い
う
権
限
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ

の
時
代
に
お
い
て
は
領
事
の
地
位
が
著
し
く
低
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
国
家
の
在
外
機
関
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
は

私
人
た
る
外
国
人
と
同
一
の
地
位
の
も
の
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
体
、
圖
七
世
紀
か
ら
一
八
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

紀
の
前
半
に
わ
た
る
時
代
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
し
か
し
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
間
の
国
際
通
商
が
盛
ん
に
な
り
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
通
商
航
海
に
関
す
る
条
約
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

締
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
領
事
制
度
の
重
要
性
も
再
び
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら

の
条
約
の
な
か
に
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
ひ
と
た
び
不
明
確
と
な
っ
た
領
事
の
地
位
と
そ
の
職
権
の
範
囲
と
が
再
び
は
っ
き
り
と
規
定
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
国
際
法
上
、
領
事
の
特
権
や
地
位
が
、
　
外
交
使
節
の
場
合
の
よ
う
に
国
際
慣
習
法
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
る
の
で
は
な
く
て
、
と
く
に
通
商
航
海
条
約
や
領
事
条
約
の
よ
う
な
特
別
の
条
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
つ
ま

り
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
）
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甚ム．

巨冊 説

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
条
約
の
な
か
で
領
事
制
度
の
歴
史
上
と
く
に
重
要
な
の
は
、
〇
一
七
六
九
年
五
月
一
三
日
に
フ
ラ
ン
ス
と
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

ペ
イ
ン
の
間
に
結
ば
れ
た
領
事
条
約
（
領
事
と
副
領
事
の
職
務
を
明
白
に
規
定
す
る
た
め
の
条
約
）
と
、
⇔
一
七
八
八
年
二
月
一
四
日

の
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
間
雪
ば
れ
た
領
事
条
約
（
善
事
と
副
領
事
の
職
務
と
特
権
と
を
明
確
に
決
定
す
る
た
め
の
条
紅
桝
）

で
あ
る
。
　
こ
と
に
前
者
は
、
近
代
的
意
義
を
有
す
る
最
初
の
領
事
条
約
と
し
て
、
　
そ
の
後
の
領
事
条
約
の
典
型
を
な
す
も
の
と
い
わ
れ

（
5
）

る
。
従
っ
て
こ
こ
で
も
、
こ
の
一
七
六
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
間
の
領
事
条
約
を
も
と
に
し
て
、
こ
の
時
代
（
一
八
世
紀
の
後
半

か
ら
一
九
世
紀
）
に
な
っ
て
、
領
事
の
地
位
が
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
そ
う
す
る
と
、
そ
の
条
約
の
主
要
な
規
定
の
内
容
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

．
O
領
事
は
派
遣
国
の
元
首
か
ら
の
委
任
状
（
§
嘗
⑦
傷
Φ
℃
δ
≦
㊧
o
P
B
什
①
葺
①
）
を
接
受
国
の
元
首
に
示
し
、
接
受
国
の
元
首
の
認
可
状

（
①
×
⑦
ρ
諾
鉾
霞
）
を
う
け
る
。
こ
の
二
つ
の
文
書
を
、
管
轄
区
域
の
行
政
長
官
と
裁
判
所
に
提
出
す
る
。
こ
れ
は
、
今
日
ま
で
実
際
に
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
き
た
慣
行
に
従
う
も
の
で
あ
る
（
第
一
条
）
。
（
近
世
に
な
っ
て
領
事
制
度
が
そ
の
重
要
性
を
失
っ
て
か
ら
は
、
国
家
は
外
国
の
領
事
を
受

け
い
れ
る
こ
と
に
同
意
し
た
後
は
、
い
か
な
る
人
物
が
領
事
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た
ゆ
そ
の
た
め
に
、

こ
と
に
地
方
の
役
人
は
、
領
事
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
き
た
人
物
が
真
実
に
外
国
の
領
事
か
ど
う
か
を
し
る
方
法
が
な
く
、
領
事
が
職
務
を
行

な
う
に
当
っ
て
、
し
ば
し
ぼ
地
方
の
役
人
と
の
間
に
紛
争
を
ひ
き
起
し
た
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
不
都
合
を
さ
け
る
た
め
に
、
一
八
世
紀
に
な

っ
て
、
領
事
が
職
務
を
行
な
う
ま
え
に
、
接
受
国
の
元
首
を
し
て
領
事
と
し
て
の
公
の
資
格
を
認
め
さ
せ
る
文
書
を
う
け
て
、
こ
れ
を
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
役
人
に
示
す
と
い
う
認
可
状
（
①
×
①
ρ
¢
餌
け
¢
『
）
の
制
度
が
成
立
し
た
の
で
潤
る
。
こ
の
第
一
条
は
、
こ
の
慣
習
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
）

　
⇔
領
事
が
派
遣
国
の
国
民
で
あ
る
場
合
に
は
、
身
体
に
つ
い
て
の
不
可
侵
権
を
享
有
す
る
。
従
っ
て
領
事
が
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
、

舎
と
か
、
か
れ
自
身
が
商
人
で
あ
る
場
合
の
ほ
か
は
、
こ
れ
を
逮
捕
し
た
り
投
獄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
第
二
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
⇔
領
事
は
軍
隊
を
宿
営
さ
せ
る
義
務
や
、
，
人
頭
税
や
賦
役
の
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
る
（
第
二
条
）
。
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近世における領事の裁判権（伊藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
四
領
事
は
装
飾
の
た
め
剣
を
お
び
杖
を
も
つ
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
第
二
条
）
。

　
㈲
領
事
は
領
事
館
の
門
に
、
フ
ラ
ン
ス
領
事
ま
た
は
ス
ペ
イ
ン
領
事
と
い
う
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
標
記
は
、

領
事
の
住
所
を
自
国
の
国
民
に
示
す
意
味
を
も
つ
だ
け
で
あ
っ
て
、
決
し
て
庇
護
権
（
口
昌
　
α
弓
○
一
樽
　
α
．
＞
N
《
一
Φ
）
の
表
示
と
解
し
て
は
な
ら

　
　
　
　
　
（
1
1
）

な
い
（
第
二
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
㈹
領
事
の
文
書
は
、
領
事
が
商
人
で
あ
る
場
合
の
ほ
か
は
不
可
侵
で
あ
る
（
第
二
条
）
。

　
㊨
領
事
館
は
必
ず
し
も
不
可
侵
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
も
し
接
受
国
の
役
人
が
領
事
か
ら
司
法
上
の
証
言
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
軍
事
裁
判
所
（
ハ
「
円
一
σ
二
P
9
一
　
匹
⑦
　
○
＝
⑦
H
『
①
）
が
こ
れ
を
行
な
う
。
こ
の
種
の
裁
判
所
が
な
い
と
き
に
の
み
、
普
通
の
裁
判
所
が
こ
れ

を
行
な
う
。
地
方
の
行
政
官
や
裁
判
官
が
警
察
上
ま
た
は
司
法
上
の
取
調
べ
の
必
要
で
領
事
館
に
入
る
と
き
に
は
、
そ
の
必
要
を
示
す
た
め

に
、
あ
ら
か
じ
め
領
事
に
対
し
て
挨
拶
状
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
領
事
は
そ
の
手
続
き
の
執
行
を
お
く
ら
せ
た
り
、
自
ら
執
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

た
り
、
ま
た
は
日
時
を
定
め
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
第
二
条
）
。

．
㈹
領
事
お
よ
び
副
領
事
は
、
船
長
と
船
員
間
の
労
働
条
件
、
船
舶
賃
貸
料
、
給
料
に
関
す
る
紛
争
を
調
停
に
よ
り
和
解
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
以
外
に
、
自
国
の
船
舶
上
の
事
件
に
干
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
船
客
間
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
か
れ
ら
が
自

ら
領
事
お
よ
び
副
領
事
の
調
停
に
訴
え
た
場
合
以
外
に
は
、
こ
れ
に
干
与
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
場
合
で
も
、
船
客
は
、
領
事
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

よ
び
副
領
事
の
調
停
に
不
服
の
と
き
は
、
領
土
国
の
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
五
条
）
。
（
従
っ
て
、
領
事
は
自
国
の
国
民
の

間
の
紛
争
に
つ
い
て
も
、
中
世
の
領
事
の
よ
う
に
裁
判
権
を
有
し
な
い
。
た
だ
船
客
の
問
の
紛
争
に
つ
い
て
は
当
事
者
が
自
発
的
に
訴
え

て
き
た
場
合
に
の
み
、
こ
れ
を
調
停
す
る
権
利
を
有
す
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
領
土
国
の
裁
判
所
が
裁
判
権
を
失
う

こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
紛
争
の
当
事
者
が
領
事
の
調
停
に
不
服
の
と
き
は
、
領
土
国
の
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
）
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㈹
さ
ら
に
領
事
は
、
自
国
の
国
民
で
あ
る
船
員
や
浮
浪
者
を
領
土
国
の
裁
判
所
に
訴
え
て
、
条
約
お
よ
び
領
土
国
の
法
律
に
よ
っ
て
裁

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拓
）

　
　
判
し
て
も
ら
う
権
利
を
有
す
る
（
第
六
条
）
。

論　
　
　
⇔
最
後
に
、
こ
の
条
約
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
両
国
の
領
事
に
関
し
て
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
硲
）

　
　
条
約
の
な
か
で
定
め
ら
れ
た
権
利
と
特
権
は
、
他
の
条
約
に
よ
っ
て
こ
れ
と
異
な
る
特
別
の
規
定
が
定
め
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
は
、
今
後
領

　
　
事
の
権
利
と
職
務
に
関
し
て
確
定
し
た
原
則
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。
　
②
他
の
諸
国
家
も
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

　
　
と
。
　
と
い
う
の
は
、
こ
の
条
約
を
締
結
し
た
唯
一
の
理
由
は
、
　
従
来
領
事
の
職
務
お
よ
び
権
限
に
関
し
て
生
じ
た
紛
争
を
さ
け
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
に
、
確
定
し
た
合
理
的
な
原
則
を
定
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
第
九
条
）
。
　
（
従
っ
て
、
　
こ
の
条
約
は
領
事
制
度
に
関
す
る
↓

　
　
種
の
立
法
条
約
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
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も
と
よ
り
領
事
の
地
位
と
職
権
の
範
囲
は
、
右
に
の
べ
た
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
間
の
条
約
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
特
別
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
＞

領
事
条
約
に
よ
っ
て
の
み
定
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
通
商
航
海
に
関
す
る
条
約
に
よ
っ
て
も
詳
細
に
規
定
さ
れ
る
。

が
、
こ
の
よ
う
に
領
事
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
を
ふ
く
む
条
約
が
、
こ
と
に
一
九
世
紀
に
た
っ
て
か
ら
著
し
く
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
条
約
を
通
し
て
、
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
領
事
の
地
位
が
一
般
に
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
－
）
前
掲
、
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
領
事
の
地
位
」
法
政
研
究
、
策
二
三
巻
第
一
号
参
．
照
。

（
2
）
菊
。
び
㊦
算
℃
三
一
＝
ヨ
。
鴨
ρ
ぎ
8
『
一
δ
江
。
轟
一
ド
9
斧
蝕
三
a
①
象
砕
δ
ρ
＜
o
一
』
　
（
一
。
。
。
。
・
。
ソ
　
唱
』
。
。
O
ー
ト
。
。
。
偽
●
に
そ
の
時
代
の
通
商
航
海
条
約
の
な

　
か
の
主
要
な
条
約
の
表
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
ρ
閃
．
紆
ζ
餌
箒
易
β
。
一
陣
こ
日
§
9
H
（
蕊
嵩
ソ
℃
●
①
・
。
⑩
一
。
ω
会
寄
算
〉
＜
α
q
・
O
乱
’
≦
①
昌
。
箆
♂
9
結
×
帥
く
器
α
隻
2
鋤
く
ヨ

　
お
8
当
用
ω
獣
§
ご
嵩
。
。
一
ー
ミ
㊤
9
↓
o
ヨ
・
日
（
ミ
ゆ
㎝
ソ
ワ
§
①
i
誤
卜
。
二
）
①
Ω
韓
0
9
寄
2
Φ
一
｝
号
ω
嘗
鋤
詳
⑩
ω
Q
巴
四
宰
磐
o
ρ
↓
o
ヨ
●
H
（
一
。
。
。
。
O
Y

　
剛
）
．
一
〇
①
一
一
μ
卜
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（
4
）
O
．
聞
●
紆
言
⇔
簿
魯
。
・
b
娼
・
葺
二
↓
。
ヨ
．
宅
（
お
日
。
。
）
℃
℃
』
ミ
ー
爲
㎝
・

（
5
）
盈
虚
臨
き
9
已
ρ
↓
鑓
一
二
9
α
a
二
三
①
ヨ
畳
8
9
一
崔
菖
p
お
b
。
μ
一
お
N
ρ
↓
。
ヨ
．
H
℃
貢
。
互
9
・
陸
尺
ρ
（
一
㊤
・
。
①
ソ
℃
・
二
㎝
・

（
6
）
O
⑦
Ω
①
『
β
。
℃
・
鼻
こ
日
。
ヨ
‘
H
》
℃
・
一
〇
ご
ρ
閃
●
9
膏
8
霧
矯
。
℃
σ
。
潔
．
℃
↓
。
3
．
い
℃
●
①
N
㊤
甲
壽
9
貫
。
℃
・
鼻
二
↓
。
き
舅

　
　
℃
。
刈
A
①
1
刈
心
刈
・

（
7
）
℃
．
国
巴
陣
曾
淘
＆
曾
少
8
・
6
坤
件
こ
↓
o
罫
担
℃
。
瞳
①
一
戯
ミ
●

（
8
）
O
●
聞
．
亀
①
H
≦
二
審
コ
P
o
℃
．
o
諜
二
日
。
ヨ
・
H
や
℃
●
①
ω
9
ぐ
く
ゆ
昌
。
閃
’
o
℃
．
o
詳
こ
↓
o
§
σ
閏
．
℃
●
刈
世
評
O
①
O
冨
『
o
ρ
℃
o
℃
●
6
詳
；
↓
o
ヨ
●
　
H
”

　
　
唱
．
H
O
刈
・

（
9
）
ρ
局
●
号
言
胃
8
葛
鴇
。
℃
・
。
紳
e
こ
↓
。
嚢
H
u
P
o
ω
9
≦
9
6
き
○
℃
．
ユ
什
こ
↓
。
ヨ
θ
舅
b
●
置
ご
U
Φ
Ω
9
β
博
8
●
9
ご
↓
。
∋
●
H
マ

　
　
℃
．
δ
刈
・

（
1
0
）
O
．
聞
．
O
①
H
≦
餌
二
①
づ
ρ
o
O
●
9
什
二
↓
o
ヨ
．
H
矯
喝
。
①
Q
Q
9
≦
①
昌
o
r
o
や
‘
o
詳
こ
↓
9
B
．
閏
鴇
O
●
刈
心
ご
一
）
o
O
冨
噌
o
ρ
’
o
噂
●
o
淳
ご
↓
o
∋
●
H
．

　
　
唱
・
δ
ご

（
1
1
）
O
’
蜀
・
α
①
］
≦
四
界
①
⇒
9
0
℃
・
o
津
こ
月
。
ヨ
・
H
鴇
℃
●
①
ω
9
タ
δ
p
o
ぎ
。
℃
；
O
気
心
刈
一
刈
剃
。
◎
桝
U
①
O
電
『
6
ρ
矯
。
も
・
o
面
こ
↓
o
ヨ
・
H
’
唱
」
O
メ

（
1
2
）
O
・
閃
・
鳥
①
同
≦
斡
「
什
①
雷
9
0
唱
・
o
算
二
↓
o
ヨ
●
目
℃
P
O
q
Q
9
ぐ
浮
昌
。
ざ
。
℃
．
o
騨
こ
↓
o
ヨ
・
】
円
℃
●
刈
田
Q
◎
一
一
）
Φ
O
δ
「
o
タ
。
や
6
詳
こ
円
。
§
・
H
℃
℃
●
一
〇
刈
・

（
1
3
）
O
．
悶
・
鳥
Φ
7
旧
臣
①
昌
ω
”
o
℃
●
o
淳
ご
↓
o
§
。
H
鴇
P
O
ω
O
－
O
ω
碧
壽
ご
。
ぎ
。
や
。
律
二
↓
o
ヨ
・
自
’
娼
．
刈
心
◎
◎
甲
∪
Φ
O
げ
噌
6
タ
。
噂
・
o
搾
；
　
↓
o
ヨ
●

　
　
H
矯
　
℃
・
一
〇
刈
一
一
〇
◎
◎
。

（
1
4
）
O
’
聞
・
鳥
①
一
≦
曽
二
〇
昌
ρ
o
O
・
6
詳
こ
↓
o
ヨ
●
H
”
℃
●
①
ω
H
l
①
ω
鯨
≦
o
づ
6
ぎ
。
℃
・
o
詳
ハ
『
o
ヨ
・
閏
℃
℃
・
円
心
㊤
田
U
o
O
5
居
。
タ
。
娼
・
o
詳
ご
↓
o
ヨ
・

　
　
H
矯
　
”
・
μ
O
o
o
・

（
1
5
）
O
・
国
●
住
Φ
H
≦
鎚
8
嵩
ρ
o
℃
．
o
二
こ
目
。
ヨ
．
H
”
O
・
①
ω
㌍
≦
①
5
0
冒
”
o
℃
●
o
淳
こ
↓
o
ヨ
・
国
℃
燭
・
刈
蒔
㊤
W
U
o
O
寄
『
o
ρ
矯
。
℃
・
o
潔
ご
日
。
ヨ
・
H
矯

　
　
一
〇
◎
◎
ー
ド
O
の
●

（
1
6
）
こ
の
一
七
六
九
年
の
フ
ラ
シ
ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
間
の
領
事
条
約
は
、
　
後
に
一
八
六
二
年
に
両
国
間
に
結
ば
れ
た
領
事
条
約
第
九
一
二
七
条

　
　
（
O
Φ
O
言
『
ρ
r
o
℃
●
9
け
こ
↓
o
ヨ
8
織
目
（
H
◎
◎
◎
◎
O
ソ
℃
●
ω
刈
◎
◎
1
ω
c
◎
①
。
）
に
よ
り
一
層
詳
細
に
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
八
六
二
年
の
条
約
は

　
　
一
七
六
九
年
の
条
約
を
詳
細
に
規
定
し
た
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
v
別
に
こ
れ
と
異
な
る
特
別
の
定
め
を
設
け
た
も
の
で
は
な
い
。

（
1
7
）
O
’
閃
・
紆
§
『
審
5
u
α
矯
O
℃
・
6
禅
二
↓
9
B
魯
H
や
や
●
①
ω
q
Q
i
①
ω
黛
壽
昌
。
犀
℃
〇
七
・
O
＃
こ
ハ
『
0
3
・
］
罰
℃
。
刈
㎝
一
一
刈
α
N
い
一
）
o
O
δ
『
6
タ
。
や
。
算
二
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蔓ム
茸醜 説

　
↓
9
巨
　
H
鴇
P
置
O
－
H
雛
．

（
8
ユ
）
し
か
し
す
べ
て
の
通
商
航
海
条
約
が
領
事
の
地
位
を
詳
細
に
規
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
い
。
な
か
に
は
領
事
の
地
位
に

　
関
し
て
、
単
に
最
恵
国
条
項
を
規
定
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
一
七
五
六
年
の
オ
ラ
ン
ダ
と
シ
シ
リ
ー
王
国
と
の
間
の
通
商
条

　
約
（
第
四
一
条
）
な
ど
は
、
そ
う
で
あ
る
。
急
登
貫
。
℃
●
o
一
f
↓
o
ヨ
●
国
℃
P
刈
ぱ
1
心
誤
・
参
照
。

五
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し
か
し
他
方
、
上
述
の
よ
う
に
、
近
世
に
な
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
国
家
に
お
い
て
は
、
外
国
の
領
事
が
裁
判
権
を
行
使

す
る
こ
と
が
一
般
に
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
同
じ
時
代
に
回
教
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
国
の
特
殊
な
法
律
思
想

に
も
と
づ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
弱
国
の
領
事
が
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
．
た
め
に
、
こ
の

時
代
に
な
っ
て
、
特
殊
的
な
意
味
を
有
す
る
領
事
裁
判
制
度
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
特
殊
的
な
意
味
を
有
す
る
領
事
裁
判
制
度
と
い
っ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
あ
ち
、
領
事
裁
判
と
い
う
こ
と

が
、
領
事
制
度
の
一
般
的
な
内
容
を
な
す
の
で
は
な
く
て
、
回
教
国
を
は
じ
め
非
キ
リ
ス
ト
教
国
に
の
み
み
ら
れ
る
特
殊
な
内
容
の
制
度

と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
領
事
裁
判
制
度
は
、
は
じ
め
か
ら

非
キ
リ
ス
ト
教
国
に
の
み
特
殊
な
制
度
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
最
初
は
領
事
制
度
の
一
般
的
な
内
容
を
な
す
制
度
で
あ

っ
た
の
が
、
近
世
に
な
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
お
い
て
領
事
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
た
め
に
、
そ
の
制
度
（
つ
ま
り
領
事
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
い
う
従
来
か
ら
あ
っ
た
制
度
）
が
そ
の
ま
ま
、
ト
ル
コ
な
ど
の
回
教
国

に
だ
け
残
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
い
か
え
る
と
、
そ
れ
は
は
じ
め
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
導
国
家
が
力
に
よ

っ
て
回
教
国
に
押
し
つ
け
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



　
そ
こ
で
、
　
「
近
世
に
お
け
る
領
事
の
裁
判
権
」
を
説
く
に
当
っ
て
は
、
当
然
に
、
こ
の
回
教
国
に
お
け
る
領
事
裁
判
制
度
に
つ
い
て
も

の
べ
る
必
要
が
あ
る
。
が
、
そ
の
回
教
国
に
成
立
し
た
領
事
裁
判
制
度
は
、
一
般
に
6
8
洋
巳
讐
δ
昌
ω
の
制
度
（
冨
詠
σ
q
ざ
。
自
①
ω
o
？

且
四
丁
9
江
。
ご
ω
）
と
よ
ば
れ
る
。
そ
れ
は
、
回
教
国
が
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
と
の
間
に
締
結
し
た
　
8
℃
律
巳
ρ
・
嘗
。
霧
と
よ
ば
れ
る
特
別
の

条
約
に
よ
っ
て
、
回
教
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
の
国
民
の
地
位
、
こ
と
に
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
の
領
事
の
権
限
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
回
教
国
に
お
け
る
領
事
裁
判
制
度
が
成
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
、
回
教
国
に
お
け
る
領
事

裁
判
制
度
を
し
る
た
め
に
、
そ
の
。
巷
騨
巳
鉾
一
〇
霧
の
歴
史
と
規
定
の
内
容
と
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

近世における領事の裁判権（伊藤）

　
o
β
。
且
け
巳
心
際
8
と
い
う
言
葉
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
　
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
。
e
あ
る
も
の
は
、
そ
れ
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ω
o
巳
喜

と
い
う
言
葉
の
訳
で
、
そ
の
ω
o
野
宮
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
は
「
休
戦
」
を
意
味
す
る
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
回
教
の
教
理
に
よ
る
と
、

回
教
徒
は
異
教
徒
に
対
し
て
、
相
手
が
改
宗
か
さ
も
な
け
れ
ば
死
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
ま
で
戦
争
を
行
な
う
義
務
が
あ
る
が
、
し
か
し
、

た
だ
自
分
が
弱
い
と
き
に
の
み
こ
れ
と
一
時
的
に
休
戦
条
約
を
結
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
8
豆
け
書
下
δ
昌
と
は
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
と

き
の
条
約
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
回
教
国
の
君
主
が
異
教
徒
に
対
し
て
自
発
的
に
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
特
権
の
契
約
書
で
は
な
い
、
と
。
⇔
ま
た
あ
る
も
の
は
、
＄
℃
律
三
鉾
δ
昌
と
い
う
言
葉
の
語
源
は
お
そ
ら
く
イ
タ
リ
ア
語
で
あ
る
、
と

い
う
。
つ
ま
り
、
　
そ
れ
は
イ
タ
リ
ア
語
の
8
且
け
占
象
δ
巳
か
ら
き
た
も
の
で
、
そ
の
イ
タ
リ
ア
語
の
8
豆
仲
巳
鶴
δ
巳
と
い
う
言
葉

は
協
定
ま
た
は
合
意
を
意
味
す
る
。
が
、
サ
ラ
セ
ン
人
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
最
初
に
平
和
的
な
関
係
に
入
っ
た
こ
ろ
用
い
ら
れ
た
外
交
用

語
が
イ
タ
リ
ア
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
・
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
’
」
と
が
正
し
い
と
お
も
わ
れ
裾
）
と
・
⇔
さ
ら
に
ま
た
あ
る
も

の
は
、
そ
れ
は
8
0
律
巳
巴
お
ω
と
い
う
名
称
で
し
ら
れ
る
昔
の
王
の
命
令
か
ら
で
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
　
つ
ま
り
、
そ
の
王
の
命

令
と
同
様
に
、
8
0
詳
巳
9
江
。
⇒
の
正
文
が
多
数
の
条
項
す
な
わ
ち
6
葦
登
里
諺
。
に
わ
か
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
う
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
つ
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論説

　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
も
の
で
あ
る
、
と
。

　
し
か
し
、
　
そ
れ
は
と
に
か
く
、
一
般
に
8
且
蝕
巳
舞
δ
昌
と
い
う
言
葉
は
、
　
ト
ル
コ
（
オ
ヅ
ト
マ
ソ
）
帝
国
が
強
大
で
あ
っ
た
時
代

に
、
そ
の
ト
ル
コ
帝
国
の
領
土
内
に
居
住
す
る
キ
リ
ス
ト
導
出
の
国
民
に
対
し
て
、
領
土
国
の
権
力
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
国
の
外
交
使
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

や
領
事
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
本
国
の
権
力
に
服
す
る
と
い
う
、
自
治
的
な
特
権
を
認
め
た
特
恵
的
な
条
約
を
さ
す
も
の
、
と
解
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
。
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そ
れ
に
し
て
も
問
題
な
の
は
、
そ
の
8
豆
ε
二
藍
§
ω
の
成
立
の
理
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
回
教
国
の
君
主
が
い
か
な
る
理
由
に
も

と
づ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
国
民
に
対
し
そ
の
よ
う
な
特
権
を
与
え
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
理
由
が
指
摘
さ
れ
う
る
。
e
第
一
は
、
宗
教
上
の
理
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ー
ラ
ン
の
教
理
に
も
と
つ
く
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
⇔
第
二
は
、
通
商
上
の
理
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
回
教
国
に
お
け
る
通
商
上
の
必
要
か
ら
、
外
国
人
が
そ
の
領
土
内
に

屠
住
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
の
宗
教
上
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ー
ラ
ン
の
教
理
は
、
回
教
徒
の
異
教
徒
に
対
す

る
態
度
と
し
て
、
異
教
徒
が
改
宗
か
死
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
ま
で
戦
い
を
も
っ
て
の
ぞ
む
こ
と
を
義
務
と
説
く
。
が
、
こ
の
よ
う
な
宗
教

の
国
に
居
住
す
る
と
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
れ
ら
に
対
し
て
安
全
の
保
障
が
約
束
さ
れ
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
ら
な
い
。
こ
れ
が
＄
帝
廟
巳
舞
剛
○
霧
の
存
在
理
由
で
あ
る
、
と
。
ま
た
同
様
の
こ
と
を
、
文
明
の
相
違
を
理
由
と
し
て
説
明
す
る
説
も

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
文
明
の
著
し
く
異
な
る
回
教
国
に
お
い
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
安
全
の
保
障
が
必
要
で
あ
る
。

が
、
そ
の
安
全
の
保
障
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
国
に
お
い
て
か
れ
ら
が
本
国
の
裁
判
権
に
服
す
る
こ
と
が
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
回
教
国
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
国
の
領
事
が
裁
判
権
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
で
あ
る
、
と
。
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
学
者
が
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
立
場
か
ら
、
す
で
に
完
成
し
た
S
嘗
ε
冨
江
。
霧
の
制

度
を
と
ら
え
、
そ
の
存
在
理
由
を
説
い
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
、
宗
教
上
の
理
由
や
文
明
の
相
違
と
い
う
理
由
も
重
要
で

あ
る
。
が
、
し
か
し
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
も
一
層
重
要
な
の
は
、
通
商
上
の
理
由
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
そ
の
通
商
上
の
必
要
か
ら
、
コ
ー
ラ
ン
の
教
理
が
要
求
す
る
回
教
徒
の
異
教
徒
に
対
す
る
き
び
し
い
排
外
的
な
態
度
が
緩
和
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
こ
に
8
且
ε
置
二
〇
霧
の
成
立
の
理
由
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
い
い
か
え
れ
ば
、
回
教
徒
は
宗
教
上
の
理
由
か
ら
、
永
い
間
海
外
で
通
商
を
行
な
う
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
に
、
か
れ
ら
は
航
海
に
つ
い
て
は
全
く
経
験
の
浅
い
民
族
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
か
れ
ら
の
国
の
長
い
沿
岸
と
良
港
を
利
用
し
て
富

を
開
発
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
外
国
の
船
員
や
商
人
の
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
か
れ
ら
は
、
通
商
上
の

必
要
に
つ
い
て
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
外
国
人
に
対
す
る
従
来
の
き
び
し
い
排
外
的
な
態
度
を
緩
和
し
て
、
む
し
ろ
外
国
の
商
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
V

か
れ
ら
の
国
で
平
和
に
居
住
す
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
回
教
国
の
法
は
宗
教
と
密
接
に
結
び
つ

き
、
そ
れ
は
回
教
徒
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
異
教
徒
は
そ
の
法
の
適
用
を
う
け
る
資
格
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
σ

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
回
教
国
に
お
い
て
外
国
人
に
対
し
て
な
に
ら
か
の
法
律
上
の
保
護
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
か

れ
ら
の
本
国
の
法
律
の
適
用
を
認
め
る
以
外
に
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
も
と
づ
い
て
、
回
教
国
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
国
の
国
民

よ
、
か
れ
ら
の
領
事
に
よ
り
そ
の
本
国
法
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
裁
判
に
服
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
－
）
㌣
ρ
≧
凶
。
。
薮
Φ
○
塁
卍
。
計
田
ω
蝕
。
・
創
見
①
ω
紆
。
富
亀
Φ
ω
窪
8
重
日
ω
Φ
昌
↓
霞
ρ
忌
Φ
Φ
叶
魯
勝
伽
q
着
寅
い
①
の
8
息
竃
鋤
鉱
§
ω
黛
富

　
　
『
禽
。
『
§
o
甘
島
6
冨
胃
ρ
H
c
◎
刈
9
℃
●
伊
　
刈
一
¢
’

（
2
）
ω
ぢ
↓
壁
ぎ
「
。
。
目
毛
一
ω
の
℃
o
O
・
o
潔
・
℃
P
＆
ω
「

（
3
）
q
昌
9
昌
。
凶
Φ
昌
ユ
首
一
〇
ヨ
醇
や
冨
厳
α
q
一
白
①
血
①
8
℃
律
三
簿
ざ
づ
匂
D
”
一
。
。
㊤
◎
。
”
℃
・
δ
●
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（
4
）
q
づ
き
。
血
止
象
営
。
ヨ
舞
①
’
多
9
こ
℃
・
㊤
．
ま
た
、
ω
冒
↓
鍵
く
頸
ω
↓
三
ω
p
。
℃
・
。
一
什
こ
p
＆
卜
。
1
＆
ω
を
も
参
照
Q

（
5
）
｝
・
6
・
》
ユ
ω
鉱
9
0
鋤
≦
＝
o
什
博
8
●
9
榊
こ
℃
誌
一
㎝
・

（
6
）
ぴ
●
山
㌦
U
●
閃
曾
⇔
二
巴
O
一
蚕
⊆
鳥
℃
U
Φ
冨
言
ユ
9
9
δ
嵩
坤
鋤
コ
ゆ
鉱
ω
①
号
昌
ω
δ
ω
Φ
0
9
＝
①
ω
α
偉
古
く
磐
酢
三
門
①
b
d
鷺
び
母
凶
ρ
　
脅
¢
×
籏
ヨ
Φ

　
　
①
象
二
〇
P
ド
◎
o
①
9
日
O
ヨ
●
H
噛
℃
』
⑩
2
ω
↑
●

（
7
）
，
零
参
陣
富
山
。
象
3
鼠
O
器
愚
8
9
ω
9
皿
芭
鋤
隊
。
霧
博
融
く
器
号
α
量
ご
箕
Φ
円
轟
ぎ
重
訂
什
α
2
£
二
叉
一
象
。
§
忘
蒜
Φ
℃

　
　
↓
o
ヨ
・
H
℃
一
。
。
①
ρ
ワ
一
一
⑩
い
男
志
摩
¢
争
O
嘗
鋤
煽
9
0
㍗
9
件
こ
↓
o
ヨ
．
H
℃
℃
・
Q
。
ω
1
ω
①
．

⊥ノ＼
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そ
れ
で
は
最
初
の
8
℃
津
巳
簿
δ
コ
は
、
　
い
つ
ご
ろ
、
　
い
か
な
る
国
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
か
、
　
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ

な
説
が
あ
る
。
　
も
し
。
巷
犀
洋
舞
δ
霧
の
意
味
を
広
く
解
し
て
、
　
上
述
の
よ
う
な
特
殊
的
な
意
味
の
領
事
裁
判
が
認
め
ら
れ
た
場
合
だ

け
で
な
く
、
　
（
従
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
里
国
に
お
い
て
も
領
事
の
裁
判
権
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
た
時
代
に
、
）
　
回
教
国

に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
国
の
国
民
が
自
国
の
役
人
に
よ
り
本
国
法
を
適
用
し
て
裁
判
し
て
も
ら
う
権
利
を
認
め
ら
れ
た
場
合
を
す
べ
て

＄
O
＃
巳
簿
δ
コ
ω
と
解
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
か
な
り
古
い
時
代
に
も
認
め
ら
れ
た
。
（
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
を
求

め
る
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
国
民
が
回
教
国
で
通
商
を
行
な
う
た
め
に
居
住
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
事
実
、
い
い

か
え
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
国
と
回
教
国
と
の
平
和
的
な
通
商
関
係
の
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
こ
と
は
ま

た
、
　
国
際
法
史
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
）

　
そ
う
す
る
と
、
回
教
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
特
権
を
認
め
た
最
初
の
も
の
と
し
て
、
六
二
五
年
の
∩
o
＜
①
豊
里
o
h
ζ
偉
。
ぎ
欝
簿

（
ま
た
は
9
Φ
↓
①
ω
虚
日
①
算
。
剛
］
≦
帥
び
○
§
①
梓
）
　
と
六
三
六
年
の
い
わ
ゆ
る
O
巷
津
三
舞
δ
霧
。
囲
些
Φ
獣
9
一
督
び
O
§
偉
。
円
と
が
あ
る
、
と

い
わ
れ
る
。
前
者
は
、
レ
バ
ノ
ン
の
近
く
の
ヵ
ル
メ
ル
山
の
修
道
院
（
9
⑦
ζ
o
銘
の
8
蔓
。
｛
竃
。
§
酔
6
鋤
蒙
巴
）
で
発
見
さ
れ
た
も
の
、
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と
伝
え
ら
れ
る
。
　
が
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
が
そ
の
弟
子
た
ち
に
対
し
、
　
回
教
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
裁
判
官
に
尊
敬
を
は
ら
う
よ
う

（
す
な
わ
ち
保
護
を
与
え
る
よ
う
）
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
オ
リ
ー
ブ
山
（
昏
Φ
竃
。
巨
け
o
h
O
一
貯
Φ
ω
）
の
上
で
、
　
マ
ホ
メ
ッ

ト
の
後
継
者
昏
①
鰹
一
畳
ず
○
§
二
一
ぴ
〒
国
げ
碧
3
び
が
司
教
の
ω
o
℃
げ
8
切
手
ω
（
ま
た
は
N
①
喜
く
「
冒
ω
）
に
与
え
た
も
の
で
、
そ
の
な
か

に
は
O
o
〈
窪
9
。
暮
o
h
ζ
9
0
目
簿
　
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
　
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
マ
ホ
メ
ッ
ト
か
ら
与
え
ら
れ
た
名
誉
が
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
回
教
国
に
お
い
て
人
頭
税
や
通
行
税
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
、
と
く
に
聖
地
に
お
も
む
く
キ

リ
ス
ト
教
徒
か
ら
い
か
な
る
も
の
も
受
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
　
な
ど
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
文
書
の
真
実
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
、
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
と
い
う
の
が
～
む
し
ろ
多
数
の
学
者
の
意
見
で
あ
る
。

　
九
世
紀
に
皇
帝
O
ず
9
。
ユ
①
語
⇔
讐
Φ
が
、
昏
Φ
ω
巳
富
昌
国
鋤
8
二
冒
用
閑
β
。
ω
o
び
置
と
結
ん
だ
条
約
に
も
と
づ
い
て
、
　
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
地

に
保
護
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
。
が
、
こ
れ
が
、
そ
の
後
に
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
国
家
の
領
事
が
近
東
で
裁
判
権
を
行
使
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

う
に
な
っ
た
起
源
で
あ
る
、
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
約
の
正
文
は
今
日
残
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
同
じ
く
九
世
紀
の
終
り
ご
ろ
に
、
　
イ
タ
リ
ア
の
ア
マ
ル
フ
ィ
ー
　
（
》
目
巴
℃
三
）
　
の
商
人
た
ち
が
エ
ヂ
プ
ト
の
昏
o
O
巴
昼
び
ω

（
二
巴
月
舘
ω
）
　
か
ら
、
自
国
の
領
事
の
保
護
の
も
と
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
通
商
を
行
な
う
特
権
を
認
め
ら
れ
た
、
　
と
い
う
説
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
商
人
が
エ
ヂ
プ
ト
で
そ
の
よ
う
な
特
権
を
認
め
ら
れ
た
最
初
の
例
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、

こ
の
と
き
の
文
書
の
正
文
は
今
日
残
っ
て
い
な
い
。
（
従
っ
て
、
そ
の
と
き
、
　
は
た
し
て
今
日
の
領
事
に
相
当
す
る
ア
マ
ル
フ
ィ
ー
の
役

人
が
い
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
す
く
な
く
と
も
、
そ
れ
が
今
日
の
領
事
制
度
と
歴
史
的
に
関
係
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

（
4
）

い
。
）

　
今
日
そ
の
正
文
が
残
っ
て
い
る
最
古
の
も
の
は
、
ω
色
白
巳
P
ω
巳
富
昌
o
h
国
讐
讐
Φ
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
（
筈
①
ζ
仲
貯
国
ぎ
α
Q
畠
。
§
o
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

冷
歪
ω
巴
①
§
）
を
征
服
す
る
ま
え
の
一
↓
七
三
年
に
ピ
サ
共
和
国
と
結
ん
だ
条
約
と
い
わ
れ
る
。
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こ
れ
ま
で
の
べ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
の
回
教
諸
国
家
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ル
コ
帝
国
に
関
す
る
か
ぎ
り
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
最
初
の
も
の
は
、
昏
①
ω
三
原
鵠
竃
鶉
ρ
7
0
≡
醇
麟
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
征
服
し
た
後
の
一
四
五
三
年
に
、
O
巴
鋤
感
に
お

け
る
ゼ
ノ
ア
人
の
た
め
に
与
え
た
勅
許
（
閃
罵
厳
き
）
で
あ
る
。
こ
の
勅
許
は
、
筈
①
ω
暴
富
コ
竃
餌
げ
。
ヨ
聖
心
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
を
攻
撃
し
て
い
る
間
に
、
ゼ
ノ
ア
共
和
国
が
中
立
を
維
持
し
た
こ
と
の
代
償
と
し
て
、
ゼ
ノ
ア
人
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
（
7
）

わ
れ
る
。
が
、
し
か
し
、
こ
の
勅
許
の
正
文
は
今
日
残
っ
て
い
な
い
。

　
夢
①
o
り
巳
蜜
昌
ζ
鋤
げ
◎
§
簿
目
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
征
服
し
た
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
そ
の
地
に
お
い
て
ゼ
ノ
ア
や

ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
の
商
人
た
ち
が
有
し
て
い
た
自
治
の
権
利
を
そ
の
ま
ま
認
め
よ
う
と
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
－
か
え
っ
て
回
教
の
法
理

の
要
請
に
か
な
う
か
ら
で
あ
る
。
　
一
四
五
三
年
の
ゼ
ノ
ア
人
に
与
え
た
勅
許
も
、
　
こ
う
し
た
か
れ
の
政
策
の
現
わ
れ
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。
同
じ
考
え
に
も
と
づ
い
て
、
か
れ
は
ま
た
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
人
に
対
し
て
も
同
様
の
地
位
を
認
め
た
。
そ
れ
は
、
　
一
四
五
三
年
に
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

が
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
共
和
国
と
結
ん
だ
条
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
条
約
の
正
文
は
今
日
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
条
約
は
、
第
一
六
条
に
お
い
て
つ
ぎ
の
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
0
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
共
和
国
は
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
従
来
の
慣
習
に
従
っ
て
び
豊
年
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
⇔
そ
の
匿
一
｝
に
は
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
人
の

間
の
民
事
上
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
権
を
有
す
る
こ
と
、
　
⇔
ト
ル
コ
皇
帝
は
、
こ
の
σ
巴
｝
に
に
対
し
て
そ
れ
が
必
要
と
す
る
と
き
は
あ

ら
ゆ
る
便
宜
を
提
供
す
る
、
と
い
う
・
こ
と
で
あ
る
。
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ハ
ユ
）
Q
り
貯
↓
養
く
曾
ω
日
、
≦
箭
ρ
o
℃
‘
〇
一
酢
こ
℃
誌
①
蒔
一
癖
①
貨
ω
葱
ケ
ω
醐
¢
肇
ζ
～
○
℃
の
。
騨
’
”
℃
誌
◎
。
一
お
’

（
2
）
Q
り
冒
↓
鑓
く
曾
ω
↓
三
ω
ρ
8
’
島
叶
こ
瞬
）
●
愈
9
鵠
⇔
葺
焦
2
臨
一
Φ
も
こ
の
条
約
の
こ
と
に
ふ
れ
て
、
・
μ
、
れ
が
皇
帝
O
審
二
Φ
心
隔
9
霞
屋
と
δ
冨
一
一
冷

　
　
〉
鴛
○
§
巴
勾
8
三
鮎
の
間
に
正
式
に
締
結
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
の
正
文
は
残
っ
て
い
な
い
、
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と

　
　
と
も
に
、
こ
の
条
約
に
も
と
づ
い
て
、
皇
帝
0
7
霞
擶
ヨ
⇔
σ
q
壽
が
八
○
○
年
ご
ろ
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
派
遣
し
た
領
事
が
、
サ
ラ
セ
ン
人
の
国
に
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設
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
最
初
の
領
事
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。
ピ
「
し
ご
・
犀
ρ
9
0
h
o
三
一
一
や
田
ω
8
一
器
α
①
ω
o
二
σ
q
貯
①
ρ
号
ω
噂
『
o
ゆ
q
3
ω

　
　
臥
α
①
ω
〈
9
ユ
餌
賦
8
ω
含
臼
。
一
画
ヨ
g
。
ユ
怠
ヨ
①
一
翼
霞
冨
瓜
。
昌
①
♂
創
2
×
富
肖
似
ひ
象
鉱
o
P
一
。
。
①
P
P
り
α
●
し
か
し
一
こ
の
時
代
に
す
で
に
今
日

　
　
い
う
領
事
が
派
遣
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
領
事
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
拙
稿
「
中
世
の
領
事
制
度
一
領
事
の
名
称
と
選
任
1
」

　
　
法
政
研
究
、
第
一
＝
巻
第
二
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
ω
胃
↓
鑓
く
曾
。
。
↓
≦
冨
ρ
o
，
o
一
け
ご
℃
・
餐
O
一
念
メ

（
4
）
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
領
事
の
起
源
に
関
す
る
前
掲
、
拙
稿
「
中
世
の
領
事
制
度
－
領
事
の
名
称
と
選
任
一
」
法
政
研
究
、
第
一
＝
巻
第
二
号

　
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
ω
胃
⇒
零
曾
ω
↓
ヨ
ω
。
。
℃
8
●
ユ
侍
こ
◎
●
濠
ご
旨
～
○
》
ユ
ω
鉱
号
0
9
〈
窪
。
戸
8
●
9
什
こ
P
δ
1
一
ω
．

（
6
）
ω
胃
↓
冨
く
①
屋
8
乱
の
ω
℃
ε
。
霊
℃
℃
・
塗
旧
㍗
ρ
》
ユ
ω
ま
Φ
曾
く
騨
ぎ
r
多
g
f
℃
き
・

（
7
）
し
か
し
、
ω
三
7
ω
ε
昌
ピ
ご
は
、
こ
の
勅
許
の
仏
訳
が
＝
9
ヨ
§
①
5
毎
ω
8
一
冨
帰
一
．
国
∋
覧
お
9
8
ヨ
①
P
一
。
。
ω
q
！
一
。
。
蔭
ω
℃
↓
。
ヨ
・
目
℃
・

　
　
認
ω
卑
ω
o
タ
　
の
な
か
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
勅
許
は
、
　
ゼ
ノ
ア
人
に
対
し
て
か
れ
ら
自
身
の
法
と
慣
習
を
保
持
し
、
　
か
れ

　
　
ら
自
身
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
か
れ
ら
の
間
か
ら
一
名
の
：
き
9
①
コ
、
、
を
選
挙
す
る
権
利
を
保
障
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。

　
　
ω
三
ケ
ω
ず
望
昌
＝
ξ
o
℃
・
o
一
静
こ
℃
・
①
伊
℃
・
3
昌
。
冨
（
b
δ
）
・

（
8
）
ω
貯
↓
冨
〈
Φ
『
ω
↓
≦
一
器
℃
o
や
。
一
什
こ
℃
・
a
一
一
ホ
b
。
い
日
・
－
ρ
〉
『
一
の
江
号
0
9
〈
帥
＝
o
ρ
o
O
・
o
一
酌
こ
U
・
一
。
9
●

（
9
）
》
ユ
葺
震
6
ぽ
じ
⇔
①
《
（
O
は
o
q
o
胃
①
Y
い
ひ
Φ
q
富
白
瓜
。
⇒
O
簿
。
ヨ
拶
昌
Φ
℃
男
幹
冥
℃
∪
『
o
詳
ぎ
一
①
∋
”
江
。
昌
四
ご
一
。
。
起
’
℃
●
卜
。
ω
心
l
b
。
ω
Q
。
●
に
そ
の
条
約
の

　
　
仏
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
第
一
六
条
に
つ
い
て
は
、
一
玄
山
二
℃
』
ω
メ
　
を
参
照
。

（
1
0
）
ω
貯
↓
鑓
く
①
屋
↓
惹
。
。
m
は
、
こ
の
条
約
の
な
か
に
は
8
霧
隠
ど
い
う
名
称
は
の
べ
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ァ
の
商
人
た
ち

　
　
が
こ
の
世
紀
に
、
ト
ル
コ
帝
国
の
諸
地
方
に
お
い
て
自
国
の
領
事
の
裁
判
権
の
も
と
に
生
活
す
る
特
権
を
享
有
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
、

　
　
と
の
べ
て
い
る
。
ω
粋
↓
冨
く
霞
ω
↓
≦
箭
P
o
P
9
什
ご
℃
』
㎝
b
。
．
ま
た
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ぴ
9
一
ご
と
い
う
言
葉
は
、
O
僧
≦
＝
o
什
の

　
　
著
書
に
お
い
て
は
、
§
帥
ヨ
9
ω
ω
巴
Φ
ξ
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
旨
－
ρ
〉
ユ
ω
二
戯
Φ
0
9
i
＝
o
f
o
，
o
霊
矯
や
一
①
・
し
か
し
、
　
そ
の
げ
邑
一
凶
と

　
　
　
い
う
の
が
、
今
日
の
8
湯
巳
の
別
の
名
称
で
あ
り
、
そ
れ
が
外
交
使
節
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
の
べ
た

　
　
．
と
お
り
で
あ
る
。
前
掲
、
拙
稿
「
中
世
の
領
事
制
度
－
領
事
の
名
称
と
選
任
1
」
法
政
研
究
、
第
二
一
巻
第
二
号
、
　
一
三
四
ギ
一
三
六
頁
、

　
　
　
「
中
世
の
領
事
制
度
の
特
色
－
領
事
の
職
務
を
中
心
と
し
て
一
」
法
政
研
究
、
第
二
一
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
三
〇
〇
、
三
〇
九
頁
参
照
。
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論説

七

　
し
か
し
。
懇
望
巳
鋤
江
8
の
意
味
を
、
上
述
の
よ
う
に
狭
く
解
し
て
、
回
教
国
に
お
け
る
特
殊
な
意
味
の
領
事
裁
判
制
度
を
定
め
た
条
約
、

す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
国
に
お
け
る
領
事
が
一
般
に
裁
判
権
を
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
代
に
、
回
教
国
が
そ
の
領
土
内
で
キ
リ
ス
ト
教

導
の
領
事
に
な
お
裁
判
権
の
行
使
を
許
す
こ
と
を
約
束
し
た
条
約
を
さ
す
も
の
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
意
味
の
8
℃
搾
三
甲

江
。
霧
で
も
っ
と
も
重
要
な
、
　
し
か
も
最
初
の
も
の
は
、
　
一
五
三
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
津
き
8
尻
H
．
・
と
ト
ル
コ
の
皇
帝
皆

ω
三
欝
嵩
留
一
一
§
き
国
が
結
ん
だ
8
も
詳
同
母
δ
欝
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
た
し
か
に
、
　
O
こ
の
。
巷
犀
巳
簿
δ
コ
以
前
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

6
巷
淳
巳
鯨
鉱
8
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
た
め
に
、
　
こ
れ
が
8
℃
犀
巳
9
。
甑
8
と
い
う
名
称
で
よ
ば
れ
た
最
初
の

も
の
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
　
ま
た
、
⇔
こ
の
。
①
嘗
ε
冨
鉱
8
は
、
ト
ル
コ
帝
国
全
体
に
関
し
て
外
国
人
の
地
位
を
詳
細
に
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
た
最
初
の
条
約
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
ト
ル
コ
に
お
け
る
特
殊
的
な
意
味
の
領
事
裁
判
制
度
の
基
本
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
そ
の
一
五
三
五
年
の
8
℃
詳
要
撃
δ
降
は
、
平
和
と
通
商
の
条
約
で
あ
っ
て
一
六
か
条
か
ら
な
る
。
　
が
、
そ
の
第
三
条
で
、
領
事
の
裁

判
権
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
　
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
王
が
ト
ル
コ
帝
国
の
領
土
に
任
命
し
た
領
事
　
（
9
濠
ω
や

6
8
ω
巳
ω
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
間
に
生
じ
た
刑
事
お
よ
び
民
事
の
す
べ
て
の
紛
争
を
裁
判
す
る
。
領
土
国
の
役
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

領
事
が
そ
の
判
決
を
執
行
す
る
た
め
に
援
助
を
求
め
て
き
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
必
要
な
援
助
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
領
土
国
の

役
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
間
の
い
か
な
る
紛
争
を
も
裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
。

　
さ
ら
に
こ
の
。
巷
緊
要
簿
δ
箒
の
な
か
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
第
一
五
条
第
二
項
で
あ
る
。
こ
の
条
項
に
よ
る
と
、
　
フ
ラ
ン
ス
の
国

王
は
p
：
マ
教
皇
と
イ
ギ
リ
ス
国
王
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
王
を
指
名
し
、
　
こ
の
三
人
が
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
　
そ
の
た
め
に
は
、
　
条
約
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
八
か
月
以
内
に
批
准
書
を
ト
ル
コ
皇
帝
に
提
出
す
れ
ば
よ
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
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（
5
）

る
。　
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
規
定
を
通
し
て
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
条
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る
通
商
上
の
利
益
を
、
自
国
の
国
民
の
み
に

独
占
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
そ
こ
で
〉
口
σ
Q
器
冨
U
d
窪
。
犀
も
、
こ
の
条
項
を
と
ら
え
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
評
す

る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
は
ト
ル
コ
と
一
五
三
五
年
の
条
約
を
結
ぶ
に
当
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の

旗
の
保
護
の
下
に
身
を
お
く
こ
と
を
許
さ
れ
た
他
の
す
べ
て
の
国
民
の
利
益
を
も
考
え
た
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
が
十
字
軍
の
と

き
に
た
え
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
の
前
衛
を
つ
と
め
た
よ
う
に
、
ト
ル
コ
と
の
条
約
に
お
い
て
も
、
イ
タ
リ
ア
の
諸
共
和
国
の
よ
う
に
自

分
の
利
益
だ
け
を
考
え
る
利
己
主
義
の
政
策
を
と
る
こ
と
な
く
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
般
的
利
益
を
考
慮
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
こ
そ
、
こ
の
条
約
の
な
か
に
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
イ
ギ
リ
ス
国
王
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
王
の
加
入
を
認
め
る
条
項
を
設
け
た
の
で
あ

（
6
）

る
、
と
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
と
、
こ
の
条
項
が
、
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
が
ト
ル
コ
に
お
け
る
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
独
占

的
な
保
護
権
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
根
拠
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
は
適

当
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
独
占
的
な
保
護
権
を
フ
ラ
ン
ス
が
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
条
項
に
も
と
づ
い
て
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
の
条
項
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
実
際
に
ロ
ー
マ
教
皇
や
イ
ギ
リ
ス
国
王
や
ス
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
王
が
、
こ
の
条
項
に
も
と
づ
い
て
そ
の
＄
覧
ε
げ
鉱
8
に
加
入
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
　
そ
の
結
果
と
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
が
ト
ル
コ
帝
国
内
で
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
独
占
的
な
保
護
権
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。

　
た
し
か
に
、
一
五
三
五
年
の
6
巷
詳
巳
簿
δ
昌
の
な
か
に
は
、
　
ト
ル
コ
帝
国
の
領
土
内
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
が
独
占

的
な
保
護
権
を
行
使
す
る
こ
と
の
根
拠
と
な
る
よ
う
な
明
文
の
規
定
は
、
ま
だ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
6
巷
津
巳
鉾
δ
霧
の
な
か
で
は

っ
き
り
と
明
文
を
も
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
五
六
八
年
の
8
三
囲
三
舞
陣
。
口
に
お
い
て
は
じ
め
て
で
あ
る
、
　
と
考
え

ら
れ
る
。
　
こ
の
。
顔
弓
巳
簿
δ
昌
は
、
　
↓
五
三
五
年
の
。
巷
騨
三
舞
δ
ロ
を
更
新
す
る
た
め
に
一
①
ω
巳
＄
昌
ω
ひ
一
ぎ
国
と
0
9
二
①
ω
冒
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説

と
の
間
に
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
な
か
で
は
じ
め
て
、
近
東
に
向
っ
て
航
行
す
る
す
べ
て
の
外
国
の
船
舶
は
フ
ラ
ン
ス
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
（
9
）

旗
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
特
権
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
明
白
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
。

　
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
が
、
ト
ル
コ
帝
国
に
お
け
る
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
独
占
的
保
護
権
を
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
当
然
に
、
そ
の
国
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
地
位
も
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
の
国
民
に

比
べ
て
一
段
と
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
な
に
よ
り
つ
ぎ
の
諸
条
約
が
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
e
一
五
八
一
年
に
国
①
霞
一
日
と
〉
露
霞
羅
臼
と
の
間
に
結
ば
れ
た
8
自
陣
三
①
鉱
8
は
、
そ
の
第
三
条
に
お
い
て
、
フ
ラ

ン
ス
国
の
大
使
が
他
の
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
輝
国
の
大
使
に
対
し
て
優
越
的
な
地
位
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
特
権
が
両
国
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
古
い
特
別
の
友
交
関
係
と
慣
習
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
。
ま
た
、
⇔
一
六
〇
四
年
に
国
①
賓
｝
之
と
》
o
び
§
簿
H
。
．

と
の
間
に
結
ば
れ
た
。
磐
津
巳
簿
δ
昌
の
第
三
五
条
は
、
　
フ
ラ
ン
ス
国
の
領
事
が
大
使
と
同
等
の
特
権
を
享
有
し
、
他
の
い
か
な
る
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ー
ユ
）

領
事
に
対
し
て
も
優
越
的
な
地
位
を
有
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
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（
重
）
ω
寄
↓
鎚
〈
鶏
ω
8
≦
陣
ψ
ω
鴇
。
℃
．
ユ
r
℃
5
お
9
¢
⇒
§
a
g
伊
豆
δ
ヨ
母
ρ
o
℃
・
9
r
マ
一
〇
い
〉
¢
α
q
器
冨
じ
ご
①
8
芦
津
巳
①
①
け
。
・
ξ
｝
①
ω

　
　
0
9
ゆ
豆
天
気
舞
δ
霧
⑦
葺
8
一
、
国
ヨ
℃
嘗
①
○
簿
。
ヨ
塁
9
蜀
凄
9
口
8
簿
ω
諏
訪
置
雪
駄
○
「
ヨ
①
甘
山
三
鉱
誘
2
国
α
q
巻
け
ρ
禍
。
。
Φ
9
P
。
。
●

（
2
）
そ
れ
ま
で
の
。
巷
昏
夢
舞
δ
欝
は
、
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
か
エ
ヂ
プ
ト
と
い
う
よ
う
に
、
　
ト
ル
コ
帝
国
内
の
一
部
の
地
域
に
限
っ

　
　
て
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
外
国
人
の
地
位
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
一
五
三
五
年
の
。
呂
臨
機
⇔
鉱
。
鵠
の
第
一
条
は
、
　
こ
の
条
約
の

　
　
適
用
区
域
に
つ
い
て
、
締
約
国
の
す
べ
「
て
の
領
域
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
¢
出
磐
9
窪
鎌
豆
。
已
舞
や
○
唱
．
o
一
け
ご
℃
。
①
ご
内
⇔
二
ω
学

　
　
漆
℃
P
q
鱒
§
号
コ
N
嚢
○
①
ω
〇
三
〇
寒
①
α
⑦
ω
＜
α
涛
臼
誘
。
葺
ρ
o
ご
9
H
（
お
H
一
Y
ω
・
ご
一
お
．
参
照
。

（
3
）
男
卿
p
・
山
祭
○
貯
①
鼠
は
、
い
わ
ゆ
る
一
五
二
八
年
の
8
喜
ε
冨
江
§
、
す
な
わ
ち
　
五
二
八
年
の
勅
書
（
田
舞
瓢
－
ω
o
ず
曾
5
を
重
要
視
し
、
そ

　
　
れ
を
も
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
そ
の
後
に
近
東
に
お
い
て
領
事
裁
判
の
特
権
を
取
得
し
た
基
礎
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。
炉
－
｝
㌦
U
．
頃
曾
舞
争

　
　
O
叢
雲
9
0
戸
島
r
↓
o
琴
酵
℃
・
島
一
昏
9
　
そ
の
い
わ
ゆ
る
｝
五
二
八
年
の
。
鋤
剛
）
陶
讐
貯
飢
。
嵩
は
、
　
つ
ぎ
の
事
惰
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も



近世における領事の裁判権（伊藤）

　
　
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
竃
①
ヨ
①
δ
鼻
ω
U
⇔
o
同
9
詳
Φ
ω
ユ
．
国
α
q
《
冥
Φ
の
電
ω
三
重
昌
国
9
・
葛
。
口
は
、
　
一
五
〇
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
カ
タ
ロ
ニ
ア

　
　
の
商
人
に
対
し
て
通
商
上
の
特
権
的
な
地
位
を
認
め
た
。
（
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
一
五
〇
七
年
の
8
℃
詳
三
帥
梓
δ
ロ
　
で
あ
る
。
）
こ
の
特
権
的
な

　
　
地
位
は
、
ト
ル
コ
の
冨
ω
巳
欝
ロ
ω
9
頃
ヨ
H
．
．
が
エ
ヂ
プ
ト
を
征
服
し
た
と
き
に
、
一
五
一
七
年
号
か
れ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。
（
こ
れ
が
、

　
　
い
わ
ゆ
る
一
五
一
七
年
置
B
o
詳
巳
簿
δ
づ
で
あ
る
。
）
さ
ら
に
一
五
二
八
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
カ
タ
ロ
ニ
ア
の
領
事
の
要
求
に
も
と
つ
い

　
　
て
、
一
①
ω
巳
冨
づ
Q
n
巳
醸
幽
き
閏
が
勅
書
（
属
鋤
蝕
叶
陣
一
6
∩
6
げ
ひ
『
一
h
）
を
も
っ
て
そ
れ
ら
の
特
権
を
確
認
し
た
。
（
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
一
五
二
八
年

　
　
の
8
℃
潔
巳
簿
頃
§
で
あ
る
。
）
　
こ
の
一
五
二
八
年
の
勅
書
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
訳
が
、
　
q
冨
§
o
汚
目
9
嘗
。
目
舞
ρ
8
・
o
ぴ
℃
℃
●
お
1
呂
●
に

　
　
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
領
事
の
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
や
フ
ラ
ン
ス
入
の
間

　
　
に
紛
争
が
起
っ
た
と
き
に
は
、
領
事
が
こ
れ
を
裁
判
す
る
。
た
だ
し
傷
害
や
殺
人
事
件
の
場
合
は
別
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
領
土
国
の
役

　
　
人
が
裁
判
す
る
、
と
。
ご
嵩
碧
。
一
窪
岳
宮
。
一
白
ρ
8
．
良
f
層
』
O
l
竃
・
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
一
五
二
八
年
の
8
℃
詳
巳
舞
一
§

　
　
は
、
た
だ
ト
ル
コ
帝
国
の
一
つ
の
属
州
と
な
っ
た
エ
ヂ
プ
ト
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
の
保
護
の
下
に
一
つ
の
居
留
地
で
生
活
し
て
い
た
フ
ラ
ン

　
　
ス
人
と
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
の
地
位
に
つ
い
て
、
か
れ
ら
が
従
来
有
し
て
い
た
特
権
を
皇
帝
の
勅
書
で
確
認
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
に

　
　
対
し
て
、
一
五
三
五
年
の
8
器
什
巳
舞
δ
づ
は
、
　
ト
ル
コ
帝
国
全
体
に
つ
い
て
の
領
事
裁
判
制
度
を
、
し
か
も
条
約
に
よ
っ
て
定
め
た
も
の
で

　
　
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
フ
ラ
ン
ス
と
ト
ル
コ
の
間
に
結
ば
れ
た
8
0
詳
巳
碧
δ
霧
は
す
べ
て
、
こ
の
一
五
三
五
年
の
8
且
誓
冨
餓
§
の

　
　
規
定
を
修
正
・
補
充
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
近
東
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
人
に
与
え
ら
れ
た
領
事
裁
判
の
特
権
の
真
実
の
基
礎
と
な

　
　
　
つ
た
の
は
、
む
し
ろ
一
五
三
五
年
の
8
0
詳
覧
舞
δ
昌
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
4
）
こ
の
＄
噴
津
巳
⇔
獣
○
昌
の
ト
ル
コ
語
の
正
文
は
、
今
日
残
っ
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
語
と
イ
タ
リ
ア
語
の
正
文
が
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
の
文
庫
に

　
　
保
存
さ
れ
て
い
る
（
ω
一
『
　
ハ
門
『
尊
く
Φ
脱
ω
　
］
り
≦
陣
の
ω
導
　
O
娼
。
　
O
陣
酔
●
℃
　
噂
・
幽
㎝
蒔
。
）
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
正
文
は
、
姻
9
二
ω
q
も
㍗

　
　
勲
鋤
・
O
こ
0
6
阜
H
も
●
ニ
ー
一
9
¢
謬
き
。
宙
づ
島
三
。
∋
彗
ρ
0
7
9
け
矯
℃
●
①
O
一
①
9
　
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
　
（
ω
嘗
弓
。
の
引
用
し
た
正
文

　
　
は
、
Z
o
壁
α
o
⊆
昌
α
q
三
9
P
閑
Φ
2
鉱
一
創
．
9
0
宕
ω
ヨ
8
ヨ
9
二
〇
づ
碧
×
色
①
一
．
国
ヨ
℃
冒
①
O
暮
。
ヨ
餌
P
腿
じ
ご
三
倍
鴇
一
。
。
Φ
刈
1
一
8
ρ
0
6
鮎
・
H
糟
P
。
。
ω
・

　
　
に
よ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
5
）
閑
鋤
二
ω
嘗
唇
宰
鋤
●
拶
・
O
こ
切
9
H
も
●
一
9
d
勝
⇔
昌
9
窪
象
亘
。
ヨ
9
肝
や
o
O
・
良
樽
こ
娼
・
O
①
・
た
だ
し
、
　
¢
昌
碧
。
冨
昌
岳
覧
。
ヨ
葺
P
二
一
α
・

　
　
は
、
こ
の
規
定
を
第
一
五
条
第
二
項
と
す
る
こ
と
な
く
、
第
一
五
条
と
は
独
立
に
第
一
六
条
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
書
に
よ
れ
ば
、
一

　
　
五
三
五
年
の
＄
o
詳
巳
①
甑
。
口
は
全
体
が
一
七
か
条
か
ら
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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説
’へ

ri冊

（
6
）
♪
ζ
σ
Q
¢
ω
冨
⇔
d
⑦
昌
。
搾
℃
o
℃
・
o
牌
こ
℃
●
一
ω
．

（
7
）
ピ
・
鼻
む
の
閃
曾
窪
祭
O
冒
磐
α
℃
8
．
a
蝕
こ
8
。
ε
．
尉
℃
・
蒔
。
。
．

（
8
）
C
昌
9
p
o
剛
①
⇒
象
艮
。
ヨ
舞
P
O
O
●
9
叶
こ
℃
・
Q
。
O
－
Q
。
一
。

（
9
）
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
臼
牽
く
興
ω
8
葱
器
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
と
。
母
岩
ご
＄
q
O
7
ω
。
・
§
は
か
れ
の
著
書

　
　
↓
鋤
三
Φ
磐
0
9
驚
巴
結
一
．
国
ヨ
℃
富
Φ
O
簿
。
ヨ
き
’
霜
⑩
『
↓
○
ヨ
●
藝
℃
・
蒔
ざ
・
の
な
か
で
、
ト
ル
コ
語
の
正
文
か
ら
訳
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
の

　
　
条
文
を
あ
．
げ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
あ
る
規
．
定
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
正
文
の
な
か
に
は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
四
条
が
そ
う
で
あ
る
。

　
　
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
グ
ー
ス
人
や
シ
シ
リ
ー
人
や
ゼ
ノ
ア
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
な
ど
の

　
　
よ
う
に
、
ト
．
ル
コ
と
修
交
条
約
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
諸
国
家
の
国
民
も
、
全
海
域
を
フ
ラ
ン
ス
の
旗
の
下
に
航
行

　
　
し
、
ト
ル
コ
帝
国
の
全
領
域
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
の
下
に
通
商
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
。
ま
た
第
五
条
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン

　
　
ス
入
は
信
仰
の
自
由
を
有
し
、
　
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
聖
地
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道
士
た
ち
に
よ
っ
て
ま
も
ら
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
、

　
　
と
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
正
文
と
ト
ル
コ
語
の
正
文
と
の
間
に
、
相
違
が
存
す
る
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
点
は
つ
ぎ

　
　
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
五
三
五
年
の
＄
℃
騨
星
虫
δ
詳
は
後
に
し
ば
し
ば
更
新
さ
れ
、
そ
の
更
新
の
度
毎
に
新
し
い
規
定
が

　
　
加
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
三
〇
霞
巴
ご
＄
q
O
冨
ω
8
の
あ
げ
た
右
の
規
定
も
、
　
こ
の
よ
う
に
更
新
さ
れ
た
と
き
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

　
　
う
。
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
ω
o
は
∋
磐
国
の
子
の
ω
o
一
ぎ
が
、
一
五
六
六
年
に
即
位
し
て
か
ら
後
に
、
一
五
三
五
年
の
8
ゑ
2
毎
δ
づ

　
　
を
更
新
し
た
と
き
と
お
も
わ
れ
る
、
と
。
O
Q
嘗
⇒
9
〈
2
ω
↓
≦
一
ω
ρ
o
P
。
一
戸
こ
P
濫
蒔
一
畠
㎝
．
（
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
6
噌
。
。
〈
①
屋
↓
≦
一
。
・
ω

　
　
の
記
述
も
、
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
¢
⇔
き
9
曾
象
。
δ
ヨ
鉾
ρ
（
o
娼
．
6
搾
）
　
の
の
べ
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
る
と
、
　
一
五
三
五
年
の
。
弓
搾
巳
鋤
ユ
§
を
更
新
し
た
第
二
の
8
℃
潔
三
醇
δ
昌
は
、
竃
ω
巳
什
§
留
＝
ヨ
閂
と
O
訂
二
〇
ω
叉
と
の
間
に
結

　
　
ば
れ
た
一
五
六
九
年
の
。
巷
詳
巳
舞
δ
嵩
で
あ
る
（
｛
旨
⇒
　
鋤
⇔
O
一
Φ
嶺
　
画
一
℃
一
〇
b
ρ
欝
け
⑦
M
　
O
℃
・
　
O
陣
骨
ご
　
℃
’
刈
ω
一
c
o
O
・
）
。
が
、
こ
の
＄
豆
誓
冨
ユ
§
の
な
か

　
　
に
は
、
前
記
の
竃
。
ξ
巴
二
＄
島
、
O
器
ω
。
p
の
あ
げ
た
第
四
条
の
規
定
に
相
当
す
る
事
項
は
、
そ
の
。
碧
算
巳
差
口
。
づ
の
前
文
の
な
か
に
み
ら
れ

　
　
る
（
d
昌
き
。
卿
g
象
営
o
B
舞
ρ
o
℃
．
。
｝
∬
℃
・
鳶
．
）
が
、
第
五
条
に
相
当
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
）

（
1
0
）
¢
嵩
9
昌
良
①
嵩
＆
覧
。
ヨ
簿
や
o
P
9
酔
ご
℃
●
c
o
刈
…
Q
O
c
O
．
①
N
I
り
ω
．

（
1
1
）
¢
昌
p
昌
。
油
Φ
軍
隻
℃
｝
o
B
醇
ρ
o
℃
・
9
峠
；
唱
．
に
ω
・
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八

近世における領事の裁判権（伊藤）

　
し
か
し
、
　
そ
れ
は
と
に
か
く
、
一
五
三
五
年
の
8
且
蝕
三
9
二
8
は
そ
の
後
の
。
省
二
三
帥
江
○
蕊
の
基
本
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
い

い
か
え
る
と
、
そ
の
後
の
8
も
辰
巳
舞
δ
昌
ω
は
す
べ
て
、
一
五
三
五
年
の
Ω
も
潔
巳
三
二
8
を
基
本
と
し
、
そ
れ
を
更
新
し
た
も
の
．
で
あ

り
、
そ
の
更
新
の
度
毎
に
補
充
と
修
正
が
加
え
ら
れ
て
、
　
次
第
に
そ
の
内
容
も
完
備
・
充
実
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
　
と
い
え
る
の
で
あ

る
。
　
そ
の
更
新
は
、
一
五
三
五
年
の
8
0
搾
巳
簿
δ
昌
か
ら
（
つ
ぎ
に
の
べ
る
）
一
七
四
〇
年
の
フ
ラ
ン
ス
と
ト
ル
コ
の
間
に
結
ば
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

8
且
陣
雲
曽
江
8
ま
で
の
問
に
、
す
く
な
く
と
も
一
一
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
が
、
そ
れ
は
、
8
豆
ε
ぽ
江
O
コ
の
有
効
期
間
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

れ
を
結
ん
だ
当
事
者
で
あ
る
ト
ル
コ
皇
帝
と
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
生
存
中
に
限
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
↓
五
三
五
年
の
8
嘗
嘗
母
ユ
8
を
更
新
し
た
8
豆
仲
巳
曽
二
8
ω
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
一
七
四
〇
年
に
ト

ル
コ
皇
帝
『
ω
巳
雷
コ
言
9
§
o
巳
H
．
．
と
フ
ラ
ン
ス
国
王
♂
巳
ω
〆
＜
と
の
間
に
結
ば
れ
た
6
昌
澤
巳
碧
δ
コ
で
あ
る
。
こ
の

6
9
℃
虚
器
9
低
。
鵠
は
、
そ
れ
ま
で
の
8
℃
詳
巳
碧
ご
昌
ω
の
な
か
で
認
め
ら
れ
た
ト
ル
コ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
地
位
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
っ
と
も
詳
細
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
規
定
は
、
そ
の
後
の
フ
ラ
ン
ス
と
ト
ル
コ
と
の
間
に
結
憾
れ

た
「
8
豆
梓
巳
簿
δ
コ
ω
（
す
な
わ
ち
一
八
〇
二
年
、
一
八
三
六
年
、
一
八
六
一
年
の
各
8
覧
ε
冨
江
8
）
に
よ
っ
て
も
、
確
認
さ
れ
允
。
従

っ
て
こ
の
一
七
四
〇
年
の
8
且
ε
歌
里
〇
づ
は
、
　
ト
ル
コ
に
お
け
る
8
℃
上
巳
9
江
。
昌
ω
の
制
度
す
な
わ
ち
領
事
裁
判
の
制
度
を
、
も
っ
と

も
完
成
し
た
形
式
に
お
い
て
詳
し
く
規
定
し
た
最
初
の
も
の
、
と
い
わ
れ
る
。
が
、
そ
の
理
由
か
ら
こ
の
8
豆
什
三
拶
二
8
は
、
o
巷
一
ε
・

団
鉱
。
霧
の
歴
史
上
、
一
五
三
五
年
の
8
且
け
巳
舞
δ
昌
と
と
も
に
重
要
で
あ
る
。
　
そ
の
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
6
巷
潔
巳
碧
δ
昌
に

も
と
づ
い
て
、
そ
の
制
度
の
内
容
を
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
．
そ
う
す
る
と
、
こ
の
。
①
℃
津
巳
簿
δ
p
は
八
五
か
条
か
ら
な
る
が
、
　
ト
ル
コ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
の
地
位
と
そ
の
裁
判
権
に
つ
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説

い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

O
　
フ
ラ
ン
ス
人
相
互
の
間
の
紛
争
は
、
か
れ
ら
の
大
使
お
よ
び
領
事
が
そ
の
本
国
の
慣
習
に
従
っ
て
裁
判
し
、
ト
ル
コ
の
役
人
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
れ
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
（
第
一
五
条
）
。

⇔
　
領
事
が
訴
え
ら
れ
た
場
合
、
こ
れ
を
投
獄
し
た
り
、
そ
の
館
を
閉
鎖
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
領
事
の
関
係
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
件
は
、
ト
ル
コ
政
府
が
こ
れ
を
裁
判
す
る
、
と
い
う
こ
と
（
第
↓
六
条
）
。

⇔
　
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
は
、
　
昔
か
ら
の
慣
習
に
従
っ
て
ス
ペ
イ
ン
や
そ
の
他
の
国
の
大
使
よ
り
も
上
席
権
を
有
す
る
こ
と
　
（
第
一
七

　
　
条
）
。
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
も
同
様
に
、
　
ス
ペ
イ
ン
や
そ
の
他
の
国
の
領
事
に
対
し
て
上
席
権
を
有
す
る
、
　
と
い
う
こ
と
　
（
第
一
八

　
　
（
5
）

　
条
）
。

鋤
　
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
や
ト
リ
ポ
リ
や
そ
の
他
の
沿
岸
に
駐
在
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
を
交
代
さ
せ
る
た
め
に
、
有
能
な
フ
ラ
ン
ス

　
　
人
が
派
遣
さ
れ
る
場
合
、
な
に
び
と
も
こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
の
新
任
の
領
事
は
、
課
税
（
梓
Φ
犀
一
9
｝
一
州
一
崖
憎
｛
一
Φ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
を
免
除
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
（
第
二
五
条
）
。

㈲
　
ト
ル
コ
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
と
の
間
に
争
い
が
生
じ
た
と
き
は
、
ト
ル
コ
の
裁
判
官
が
裁
判
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
・
ト
ル
コ
の
裁
判

　
官
は
フ
ラ
ン
ス
の
通
訳
が
出
席
し
な
い
か
ぎ
り
、
裁
判
を
行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
人
相
互
の
間
の
争
い
は
、
フ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

　
　
の
大
使
お
よ
び
領
事
が
そ
の
慣
習
に
従
っ
て
裁
判
し
、
な
に
び
と
も
こ
れ
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
、
　
と
い
う
こ
と
（
第
二
六
条
）
。

　
　
（
こ
の
条
項
の
後
段
の
規
定
は
、
上
記
の
第
↓
五
条
の
規
定
と
重
複
し
て
い
る
。
）

因
　
ト
ル
コ
に
大
使
を
派
遣
し
て
い
な
い
キ
リ
ス
ト
教
国
の
国
民
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
旗
の
保
護
の
下
に
ト
ル
コ
に
お
い
て
通
商
し
巡
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
（
第
三
二
条
と
第
三
八
条
）
。

㈲
　
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
や
領
事
館
員
は
、
領
事
館
内
で
酒
類
を
造
り
、
ま
た
は
日
用
品
と
し
て
こ
れ
を
外
部
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
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近世における領事の裁判権（伊藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
き
る
、
と
い
う
こ
と
（
第
四
〇
条
）
。

㈹
　
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
や
領
・
事
は
、
ト
ル
コ
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
国
王
に
対
し
て
昔
か
ら
与
え
て
い
る
皇
帝
の
資
格
に
適
当
し
た
名
誉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
も
っ
て
待
遇
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
（
第
四
四
条
）
。

㈹
　
ト
ル
コ
人
は
、
　
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
が
裁
判
所
に
出
廷
す
る
よ
う
、
　
こ
れ
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
、
　
と
い
う
こ
と
　
（
第
四
八

　
　
む
　

　
条
）
。
（
こ
れ
は
、
上
記
の
第
嶋
六
条
の
場
合
と
同
様
に
、
領
事
が
訴
訟
の
当
事
者
で
あ
る
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

⇔
　
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
は
、
国
旗
の
掲
揚
を
妨
げ
ら
れ
．
な
い
、
と
い
う
こ
と
（
第
四
九
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

⇔
　
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
は
、
領
事
館
の
安
全
を
ま
も
る
た
め
に
、
護
衛
兵
を
傭
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
（
第
五
〇
条
）
。

⇔
　
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
や
商
人
と
他
の
キ
リ
ス
ト
教
皇
の
領
事
や
商
人
と
の
間
に
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
事
者
の
合
意
ま
た
は

　
要
求
に
も
と
づ
い
て
、
か
れ
ら
の
大
使
が
裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
が
事
件
を
ト
ル
コ
の
役
人
が
裁
判
す
る
こ
と
に
同
意

　
　
し
な
い
か
ぎ
り
、

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
、

　
め
も

る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

回
教
諸
国
家
や
、

は
、

　
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
支
那
、

　
　
と
く
に
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
こ
の
場
合
と
く
に
注
目
に
値
す
る
点
は
、
　
右
の
↓
七
四
〇
年
の
6
巷
洋
白
鉾
δ
昌
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、

下
ル
コ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
が
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
外
交
使
節
と
同
様
の
高
い
地
位
と
名
誉
と
が
与
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
7
）

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
大
体
に
お
い
て
、
中
世
に
お
け
る
領
事
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ト
ル
コ
の
役
人
は
こ
れ
を
強
制
し
て
裁
判
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
第
五
二
条
）
．

ト
ル
コ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
裁
判
制
度
が
確
立
し
た
。
が
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
例
に
な
ら
っ
て
、
イ
ギ
リ

他
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
国
家
も
ま
た
つ
ぎ
つ
ぎ
に
ト
ル
コ
と
条
約
を
結
び
、
　
同
様
の
制
度
を
認
め
さ
せ
た
の
で
あ

こ
の
ト
ル
コ
に
成
立
し
た
領
事
裁
判
の
制
度
が
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
が
モ
ロ
ッ
コ
、
チ
ュ
ニ
ス
な
ど
他
の

　
　
日
本
な
ど
東
洋
0
諸
国
家
に
お
い
て
領
事
裁
判
制
度
を
設
立
聡
か
さ
い
の
基
本
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
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で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
同
じ
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
国
に
お
い
て
は
、
領
事
は
裁
判
権
を
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
お

説　
　
り
、
そ
の
地
位
も
非
常
に
低
い
も
の
と
評
価
さ
れ
、
と
き
に
は
私
人
で
あ
る
外
国
人
と
同
様
の
も
の
と
さ
え
考
え
ら
れ
た
く
ら
い
で
あ
っ

論　
　
た
、
と
い
う
こ
と
と
対
比
す
る
と
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。

（
1
）
す
な
わ
ち
、
一
五
六
九
年
、
一
五
八
一
年
、
一
五
九
七
年
、
一
六
〇
四
年
、
一
六
〇
七
年
、
一
六
一
四
年
、
一
六
一
八
年
、
一
六
三
五
年
、
一

　
　
　
六
四
〇
年
、
一
六
四
九
年
、
　
一
六
七
三
年
の
8
で
鋤
骨
簿
δ
鵠
ω
に
よ
る
（
炉
－
旨
－
∪
・
司
曾
①
¢
争
O
口
々
仁
斜
○
戸
。
搾
鳩
↓
o
§
・
H
も
．
心
。
。
一
お
’
。
。
G
。

　
　
　
一
。
。
⑩
し
。
こ
の
ほ
か
に
、
O
帥
〈
帥
一
一
〇
叶
は
一
五
五
三
年
の
。
巷
詳
巳
舞
陣
o
p
も
あ
る
と
い
う
（
∵
ρ
〉
ユ
ω
鉱
留
0
9
〈
≡
o
仲
噛
ε
．
9
r
P
b
。
①
．
）
。

　
　
　
し
か
し
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
年
の
二
月
一
日
に
Q
Q
巳
①
鴇
叩
き
H
．
．
と
箒
9
陣
肖
と
の
間
に
結
ば
れ
た
条
約
の
こ
と
を
指
す
の
で

　
　
　
み
ろ
う
。
が
、
し
か
し
こ
の
条
約
は
、
実
質
的
に
は
同
盟
条
約
で
あ
っ
て
、
真
実
の
。
巷
津
9
鋤
鉱
0
5
で
は
な
い
。
ま
た
、
碁
ヨ
ヨ
興
（
O
Φ
の
■

　
　
　
。
三
。
算
①
号
ω
。
。
。
ヨ
9
三
ω
。
冨
二
h
①
ざ
冨
ω
鴇
孤
。
。
雪
l
H
。
。
ω
蒔
・
）
は
、
．
一
六
〇
九
年
、
一
六
二
四
年
、
一
六
八
四
年
の
8
℃
ぎ
互
陣
。
霧
を
加
え
る
。
．

　
　
　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
。
巷
濡
三
①
銘
8
ω
の
文
書
の
存
在
は
充
分
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
　
（
ピ
「
卜
－
O
’
司
曾
碧
創
－
O
冨
信
傷
▼
。
o
．
島
～
↓
9
戸

　
　
　
H
博
娼
・
。
。
⑩
6
8
8
（
ご
．
）
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
た
と
え
ば
、
一
五
三
五
年
の
6
巷
淳
巳
餌
銘
§
は
そ
の
第
一
条
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
の
有
効
期
間
に
関
し
て
、
こ
の
条
約
を
締
結
し
た
当
事
者

　
　
　
で
あ
る
ト
ル
コ
皇
帝
と
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
存
命
中
に
限
る
、
と
い
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
（
宍
舞
圃
Q
自
嘗
も
冬
至
・
鋤
●
O
こ
⇔
d
α
・
目
．
℃
・
一
厨

　
　
　
d
β
磐
鳥
2
象
艮
○
ヨ
碧
ρ
o
℃
・
島
叶
こ
℃
・
の
一
・
）
。
要
す
る
に
、
回
教
国
に
お
い
て
は
、
条
約
の
効
力
は
そ
れ
を
結
ん
だ
君
主
の
一
代
か
ぎ
り
の

　
　
　
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
。
巷
詳
鶴
舞
δ
づ
が
非
常
に
し
ば
し
ば
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
と
お
も
わ
れ
る
。
が
、
し
・

　
　
　
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
回
教
国
ば
か
り
で
な
く
、
3
i
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
黒
地
に
お
い
て
も
、
む
か
し
は
同
様
に
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い

　
　
　
え
る
。

（
3
）
≦
Φ
糞
ぎ
。
ワ
9
r
日
。
ヨ
・
同
（
H
刈
c
O
一
）
℃
P
課
○
。
い
9
Ω
¢
殴
β
℃
o
や
●
α
辞
こ
↓
o
嚢
H
（
一
。
。
c
。
O
）
矯
℃
●
巽
●

（
4
）
三
郎
。
ぎ
。
ワ
息
齢
ご
8
0
ヨ
．
H
．
O
●
恕
Q
。
い
山
①
Ω
2
0
9
0
℃
．
o
ぎ
↓
o
ヨ
●
即
ワ
ト
。
刈
・

（
5
）
憂
①
9
ぎ
ε
魯
a
紳
こ
8
0
幹
H
矯
7
課
⑩
一
締
e
Φ
誇
ρ
鴇
。
℃
●
。
凶
酢
；
↓
。
∋
．
げ
℃
』
S

、
（
6
）
≦
Φ
蓉
貫
。
℃
．
葺
こ
↓
。
ヨ
．
♂
P
c
・
凹
i
諾
b
。
旧
結
Ω
角
8
矯
。
7
鼻
こ
↓
・
ヨ
・
劉
P
鳴
O
軋
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（
7
）
≦
9
。
ぎ
8
●
α
け
こ
↓
o
§
・
ど

（
8
）
5
δ
8
ぎ
。
℃
・
9
什
こ
噛
弓
。
ヨ
・
H
℃

（
9
）
壽
9
貫
8
・
。
凶
仲
こ
↓
。
ヨ
・
H
鴇

（
1
0
）
を
①
琴
貫
0
7
0
一
r
↓
o
目
：
磨

（
1
1
）
≦
0
9
ぎ
。
℃
・
6
霊
℃
↓
o
§
・
塑

（
1
2
）
壽
鳶
ぎ
。
℃
●
9
齢
こ
↓
o
ヨ
憎

（
1
3
）
壽
9
ぎ
。
「
・
9
什
こ
ぎ
B
・
り

（
4
ユ
）
≦
①
琴
ぎ
。
℃
覧
。
凶
け
こ
己
8
ヨ
．
㌍

℃
●
♂
b
。
甲
紆
Ω
霞
。
タ
。
℃
●
o
犀
・
噂
↓
o
ヨ
●
冒
や
』
Φ
・

℃
．
♂
①
一
呂
謬
号
Ω
①
8
ρ
鴇
。
℃
．
o
一
志
ご
↓
o
∋
●
尉
℃
．
ω
卜
。
●

℃
．
♂
ご
密
Ω
興
β
’
o
℃
・
o
淳
●
℃
↓
o
§
．
目
℃
冒
・
器
●

℃
．
♂
G
。
い
α
①
Ω
臼
B
鳩
。
亡
．
9
梓
こ
↓
o
ヨ
・
い
冒
・
も
。
。
。
・

℃
●
c
【
㎝
㊤
甲
ユ
。
Ω
o
円
B
”
o
℃
・
o
F
”
↓
o
∋
・
り
冒
・
ω
ω
・

℃
．
呂
曾
α
①
Ω
2
8
℃
o
や
。
一
r
↓
o
ヨ
・
い
P
ω
ω
●

℃
●
呂
㊤
目
結
Ω
臼
0
9
0
℃
・
o
一
幹
鴇
↓
o
§
●
ご
℃
●
q
。
。
。
●

℃
．
9
9
自
①
Ω
①
噌
8
℃
o
や
α
け
こ
↓
o
§
．
H
鴇
戸
ω
ら
。

（
5
ユ
）
o
◎
三
ず
ω
ゴ
昌
ζ
ξ
ε
・
9
f
℃
．
零
一
「
Φ
。
。
・

（
1
6
）
G
o
三
ず
Q
リ
ピ
昌
ご
～
8
●
o
一
8
も
．
①
り
i
蕊
・

（
1
7
）
前
掲
、
拙
稿
「
中
世
の
領
事
制
度
の
特
色
－
領
事
の
職
務
を
中
心
と
し
て
t
」

　
　
一
、
三
〇
八
f
三
一
七
頁
参
照
。

九

法
政
研
究
、
第
一
＝
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
二
二
九
一
三
〇

　
一
五
三
五
年
の
6
β
。
潮
け
巳
①
二
〇
昌
は
、
、
領
事
裁
判
制
度
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
　
そ
れ
は
ま
た
、
国

際
法
学
説
史
の
上
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
条
約
の
締
結
を
め
ぐ
り
、
い
わ
ゆ
る
国
際
法
学
の
創
始
者
と
よ
ぼ
れ

る
学
者
に
よ
っ
て
、
　
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
異
教
徒
と
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
」
と
い
う
問
題
が
議
論
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
が
、
こ
れ
は
、
　
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
共
通
の
法
と
し
て
成
立
し
た
国
際
法
が
、
　
そ
の
妥
当
範
囲
を
拡
大

し
、
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
も
適
用
さ
れ
る
ご
と
に
な
る
、
　
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
（
こ
の
国
際
法
の
妥
当
範

囲
の
拡
大
の
問
題
は
、
国
際
法
学
説
史
の
上
で
は
い
わ
ゆ
る
「
異
教
徒
問
題
」
、
　
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
立
場
か
ら
異
教
徒
に
対
す

38、（2－4●31）159



　
　
る
関
係
の
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
「
戦
争
の
問
題
」
と
し
て
議
論
さ
れ
、
第
二
に
，
「
条
約
の
問
題
」
と
し
て

説　
　
議
論
さ
れ
た
。
第
一
の
「
戦
争
の
問
題
」
と
い
う
の
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
異
教
徒
に
対
し
て
、
　
相
手
が
異
教
徒
で
あ
る
と
い
う
こ
と

論　
　
で
戦
争
を
行
な
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
い
い
か
え
れ
ば
、
「
宗
教
の
相
違
を
理
由
と
し
て
戦
争

　
　
を
行
な
う
こ
と
は
正
当
か
、
」
　
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
第
二
の
「
条
約
の
問
題
」
と
い
う
の
は
、
こ
こ
に
い
う
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
異

　
　
教
徒
と
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
」
　
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
法
は
、

　
　
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
共
通
の
法
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
か
ら
、
そ
の
妥
当
範
囲
を
拡
大
し
て
、
真
に
普
遍
的
な
人
類
社
会
（
世
界
的
な
国

　
　
際
社
会
）
に
共
通
の
法
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
思
想
的
基
礎
づ
け
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
そ
の
な
か
で
、
第
一
の
「
戦
争
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
私
は
拙
稿
「
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
『
教
会
法
』
に
お
け
る
正
当
戦
争
論
の
特
色
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
　
（
法
政
研
究
、
第
二
六
巻
第
二
号
）
と
拙
著
『
ビ
ト
リ
ア
の
国
際
法
理
論
』
（
昭
和
四
〇
年
、
有
斐
閣
）
の
な
か
で
の
べ
た
。
　
従
っ
て
、
こ

　
　
こ
で
は
、
第
二
の
「
条
約
の
問
題
」
に
つ
い
て
だ
け
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。
）

　
　
　
し
か
し
、
そ
の
問
題
を
論
じ
る
こ
と
は
、
「
領
事
の
歴
史
」
を
説
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
本
論
か
ら
い
え
ば
、
　
す
こ
し
横
道
に
そ
れ
る

　
　
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
｝
五
三
五
年
の
。
巷
搾
三
簿
陣
8
と
関
係
す
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
国
際
法
史
上
重
要
な
問
題
で
あ

　
　
る
の
で
、
は
じ
め
に
断
わ
っ
て
お
い
た
よ
う
に
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
の
と
こ
ろ
で
、
の
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
門

　
　
　
し
か
し
そ
の
ま
え
に
、
先
ず
こ
の
6
磐
詳
巳
9
江
。
づ
が
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
　
と
い
う
こ
と
を

　
　
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
＄
℃
犀
三
鉾
δ
⇒
の
性
質
．
、
　
つ
ま
り
そ
れ
が
平
和
と
通
商
の
条
約
で
あ
る
か
、
そ
れ
と

　
　
も
同
盟
条
約
で
あ
る
か
が
明
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
、
こ
の
問
題
（
す
な
わ
ち
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
異
教
徒
と
条

　
　
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
」
と
い
う
問
題
）
の
議
論
に
重
大
な
関
係
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
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そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
一
五
三
五
年
の
。
巷
騨
三
舞
δ
⇒
が
結
ば
れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
自
差
潟
9
ω
H
。
・
は
、
一
方
で
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
O
三
二
①
ω
＜
の
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め

と
、
他
方
で
は
強
大
な
異
教
徒
の
帝
国
で
あ
る
ト
ル
コ
の
脅
威
を
緩
和
す
る
目
的
か
ら
こ
れ
と
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
が
得
策
と
考
え
た
。
し

か
し
、
ト
ル
コ
は
従
来
キ
リ
ス
ト
王
国
の
共
同
の
敵
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
ト
ル
コ
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
と

が
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
問
題
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
が
あ
え
て

そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
は
、
そ
れ
は
す
で
に
宗
教
改
革
の
時
代
を
経
過
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
家
に
対
す
る
教
皇
の
絶

対
的
な
支
配
の
権
威
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
、
か
れ
自
身
、
宗
教
の
相
違
が
同
盟
条
約
の
締
結
に
か
な
ら
ず
し

も
妨
げ
と
な
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
事
実
、
か
れ
が
そ
の
年
の
↓
噸
月
の
末
に
ス
マ
ル
カ

ル
ド
（
ω
§
巴
闘
巴
α
①
）
で
開
か
れ
た
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
侯
の
会
合
に
代
表
を
送
っ
た
と
き
に
も
、
　
示
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が

　
　
（
2
）

で
き
る
。

　
が
、
お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た
考
え
か
ら
、
凋
鑓
君
9
ω
H
．
・
は
ま
ず
、
あ
ら
た
に
ト
ル
コ
帝
国
の
領
土
と
な
っ
た
エ
ヂ
．
フ
ト
に
お
い
て

従
来
フ
ラ
ン
ス
人
や
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
に
認
め
ら
れ
て
い
た
特
権
的
な
地
位
を
確
認
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
ト
ル
コ
皇
帝
ω
o
一
一
ー

ヨ
9
昌
目
と
条
約
を
結
ん
で
一
層
有
利
な
通
商
上
の
権
利
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
マ
ル
ト
修
道
会
の
騎
士
（
o
げ
。
＜
巴
δ
噌
α
①
一
、
自
紆
。
傷
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

竃
ρ
洋
①
）
　
で
あ
る
冨
ぎ
8
砕
を
大
使
と
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
送
っ
た
。
　
が
、
　
そ
の
と
き
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
が

ト
ル
コ
の
大
使
ぎ
轟
三
目
と
一
五
三
五
年
の
二
月
に
締
結
し
た
条
約
が
、
す
な
わ
ち
あ
の
有
名
な
。
君
津
巳
鉾
坤
8
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
6
志
津
巳
①
江
8
は
、
　
規
定
の
内
容
か
ら
み
て
も
平
和
と
通
商
に
関
す
る
条
約
で
あ
っ
て
、
同
盟
条
約
で
は
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
多
く
の
歴
史
家
は
こ
の
条
約
を
も
っ
て
国
二
君
2
ω
H
．
・
と
9
＝
巨
き
閏
と
の
間
の
同
盟
条
約
（
梓
「
蝉
陣
門
ひ
　
島
℃
餌
一
一
一
9
◎
昌
O
①
）
と

す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
誤
り
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
二
人
の
主
権
者
の
間
に
、
そ
の
こ
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払融∫ 説

ろ
同
盟
条
約
が
結
ば
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
　
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
一
五
三
五
年
の
＄
℃
営
巳
①
甑
。
讃
の
す
こ
し
後
に
、
そ
れ

と
は
別
の
秘
密
条
約
と
し
て
結
ば
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
同
盟
条
約
に
も
と
づ
い
て
、
ト
ル
コ
の
有
名
な
提
督
b
ご
β
・
3
①
8
霧
ω
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
指
揮
の
下
に
ト
ル
コ
の
軍
隊
が
ナ
ポ
リ
王
国
を
攻
撃
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。

　
こ
の
こ
と
（
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
が
ト
ル
コ
の
皇
帝
と
同
盟
条
約
を
結
ん
だ
と
い
う
こ
と
）
は
、
国
際
法
史
の
上
で
も
重
大

な
意
義
を
有
す
る
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
宗
教
の
秩
序
の
な
か
で
ピ
¢
手
直
が
行
な
っ
た
改
革
に
も
比
す
べ
き
政
治
の
秩
序
に
お
け

る
革
命
、
と
さ
え
評
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
的
統
↓
が
根
本
か
ら
う
ち
く
だ
か
れ
た
、
と
も
い
え
る
の
で
あ

る
か
ら
。
い
い
か
え
れ
ば
、
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
は
唖
つ
で
あ
り
、
そ
の
本
質
的
に
は
↓
つ
で
あ
る
宗
教
が
す
べ

て
の
関
係
を
支
配
し
た
。
　
そ
の
結
果
と
し
て
、
　
カ
ト
リ
ッ
ク
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
異
教
徒
的
東
洋
と
の
間
に
敵
対
的
な
対
立
が
生
じ
た
。

が
、
そ
の
敵
対
的
な
関
係
が
、
十
字
軍
の
運
動
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
ま
た
ト
ル
コ
の
侵
入
が
そ
の
敵
対
関
係
に
新
し
い
刺
戟
を
与
え
た
の

で
あ
る
。
が
、
秘
曲
嵩
9
ω
H
．
・
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
敵
と
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
偏
見
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
。
そ

れ
は
、
信
仰
の
世
界
か
ら
国
家
を
解
放
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
な
に
よ
り
注
且
に
値
す
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
革
命
が
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ト
リ
ッ
ク
の
君
主
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
司
「
①
潟
9
ω
H
．
・
が
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
共
同
の
敵
で
あ
る
ト
ル
コ
の
皇
帝
と
同
盟
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
間
に
大
き
な
問
題
を
ま
き
お
こ
し

た
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
問
題
は
、
後
世
の
歴
史
家
の
間
に
も
賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
の
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

　
　
　
（
6
）

の
で
あ
る
。
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（
1
）
拙
稿
「
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
『
教
会
法
』
に
お
け
る
正
当
戦
争
論
の
特
色
」
法
政
研
究
、
第
二
六
巻
第
二
号
、
一
三
五
一
一
四
三
頁
と
拙
著
「
ビ

　
　
ト
リ
ア
の
国
際
法
理
論
』
昭
和
四
〇
年
、
有
斐
閣
、
～
四
〇
一
一
四
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
b
①
霊
霧
器
P
臨
一
の
8
竃
①
ケ
q
σ
霞
曾
巴
①
鉾
『
鉱
ω
o
う
鼠
①
締
出
自
門
覧
。
§
二
神
①
跨
ぎ
＄
δ
3
一
。
。
一
ど
↓
o
ヨ
・
罰
℃
・
ω
Φ
9



（
3
）
O
①
コ
器
ω
9
ρ
o
P
o
陣
齢
こ
↓
o
∋
・
り
℃
●
ω
①
メ

（
4
）
O
①
歪
器
器
P
o
，
島
仲
こ
↓
o
ヨ
●
ド
b
。
ω
ざ
一
ω
鳶
ミ
心
●

（
5
）
聞
・
冨
霞
Φ
鼻
震
ω
侍
。
冨
自
¢
曾
。
搾
血
①
ω
ぴ
q
g
p
↓
。
ヨ
●
×

（
6
）
閏
・
冨
霞
①
葺
導
8
．
且
梓
こ
↓
。
ヨ
・
×
℃
”
・
誌
O
；
H
N
ω
・

（
一
Q
。
Φ
0
）
℃
娼
・
一
ミ
ー
一
一
◎
。
・

一，

近世における領事の裁判権（伊藤）

　
国
際
法
学
説
史
の
う
え
で
、
　
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
詳
し
く
論
じ
た
最
初
の
学
者
は
、
お
そ
ら
く
≧
σ
〇
二
〇
器
O
o
昌
窪
凶
P
嵩
㎝
N

山
①
O
Q
。
．
で
あ
ろ
う
。
　
か
れ
は
、
　
そ
の
主
著
『
戦
争
の
法
に
つ
い
て
』
，
（
U
①
冒
お
び
。
一
拝
ま
り
Q
。
●
）
の
な
か
で
、
「
条
約
は
宗
教
を
異

に
す
る
人
た
ち
と
正
当
に
締
結
さ
れ
る
か
」
（
9
h
o
o
含
ω
お
0
8
8
暮
雪
旨
霞
6
ロ
目
洋
琴
「
紹
お
一
条
。
巳
ω
げ
。
§
ぎ
ぎ
鶴
ω
”
）
（
U
①
置
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
　

び
①
一
芦
＝
σ
●
自
鴇
6
巷
・
図
閑
．
）
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
さ
い
、
通
商
条
約
（
h
O
①
α
二
§
　
O
O
§
ヨ
①
『
O
紳
O
「
⊆
§
）
の
場
合
と
平
等

の
軍
事
条
約
（
h
O
⑦
阜
自
昌
日
　
9
【
§
O
H
＝
§
）
の
場
合
と
を
区
別
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

　
第
一
に
通
商
条
約
の
場
合
に
つ
い
て
。
「
異
教
徒
と
の
通
商
は
禁
止
さ
れ
な
い
」
（
8
§
§
臼
。
帥
二
目
謬
0
6
ぎ
け
臼
巳
9
幽
門
『
o
鐸
巨
一
気
乙
？

一
ぎ
億
ω
）
。
神
の
法
（
一
①
×
O
①
凶
）
は
、
わ
れ
わ
れ
に
世
界
か
ら
出
て
ゆ
く
こ
と
を
命
じ
な
い
。
人
の
法
（
庵
×
ゴ
露
§
騨
舜
）
も
、
す
べ
て
の
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
べ
て
の
人
と
の
通
商
を
命
じ
る
。
従
っ
て
、
通
商
の
条
約
は
、
一
般
的
な
も
の
も
特
別
の
も
の
も
許
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
平
等
の
軍
事
同
盟
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
二
つ
の
場
合
が
区
別
さ
れ
る
。
　
そ
れ
は
、
「
キ
リ
ス
ト

教
徒
が
他
の
異
教
徒
に
反
対
し
て
異
教
徒
と
軍
事
同
盟
を
結
ぶ
場
合
と
、
　
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
反
対
し
て
異
教
徒
と
軍
事
同
盟
を
結
ぶ
場

合
」
　
（
9
g
け
舞
§
β
。
泣
α
o
一
δ
8
巳
二
口
σ
q
津
2
目
ぎ
ゆ
畠
①
＝
6
0
口
臭
僧
巴
貯
ヨ
ぎ
脇
乙
巴
①
§
一
高
露
け
6
0
三
重
臣
α
色
。
自
）
と
で
あ
る
。
　
こ
の
場

合
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
他
の
異
教
徒
に
反
対
し
て
異
教
徒
に
援
助
を
与
え
る
こ
と
も
、
ま
た
か
れ
ら
か
ら
援
助
を
う
け
る
こ
と
も
許
さ

れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
反
対
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
な
う
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
許
さ
れ
な
い
こ
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と
で
は
な
い
か
・
と
い
㍗
）

説　
　
　
そ
の
理
由
は
、
こ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
正
当
な
敵
、
す
な
わ
ち
正
し
い
宗
教
を
も
ち
、
慣
習
と
戦
争
の
法
を
ま
も
る
者
に
反

論　
　
対
し
、
反
対
の
宗
教
を
も
つ
か
ま
た
は
宗
教
を
全
く
も
た
な
い
者
で
、
し
か
も
慣
習
や
戦
争
の
法
を
無
視
す
る
者
に
味
方
す
る
こ
と
に
な

　
　
る
か
ら
で
あ
る
。
　
た
し
か
に
、
放
火
、
掠
奪
、
　
破
壊
を
行
な
う
と
い
う
の
が
野
蛮
な
異
教
徒
の
や
り
く
ち
で
あ
る
。
不
正
な
好
計
を
用

　
　
い
、
毒
を
も
っ
て
戦
い
、
無
慈
悲
な
戦
争
を
行
な
い
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
戦
争
に
お
い
て
は
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
奴
隷
制
度
を
認
め

　
　
て
、
捕
虜
を
奴
隷
に
す
る
と
い
う
の
が
か
れ
ら
の
方
法
で
あ
る
。
「
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
私
（
O
①
葺
霞
の
）
．
は
フ
ラ
ン
ス
の
王
と
掛
ル
コ

　
　
人
と
の
条
約
を
承
認
し
な
い
」
（
ω
ざ
8
Φ
身
ω
，
昌
8
箕
0
9
＄
α
q
¢
巳
○
巴
富
①
〇
二
§
↓
盆
山
ω
’
）
。
そ
の
ト
ル
コ
人
に
よ
っ
て
、
か
っ
て
何

　
　
千
と
い
う
人
が
、
子
供
や
女
が
捕
え
ら
れ
て
、
永
久
に
堪
え
が
た
い
奴
隷
に
さ
れ
た
で
は
な
い
か
。
そ
の
ゆ
え
に
、
異
教
徒
と
の
約
束
を

　
　
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
誓
い
は
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
各
人
が
誓
い
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
と
考
え
る
の
は
、
信
仰
に
よ
っ

　
　
て
誓
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
・
ひ
凶
．

　
　
　
従
っ
て
O
①
簿
厳
の
の
説
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
異
教
徒
と
通
商
条
約
を
結
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
軍
事
同
盟
を
結

　
　
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
局
鑓
潟
。
匿
H
．
・
が
ト
ル
コ
の
皇
帝
ω
o
＝
謹
き
目

　
　
と
一
五
三
五
年
の
8
言
辞
巳
餌
江
§
を
結
ん
だ
こ
と
は
許
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
か
れ
が
そ
の
。
磐
ぎ
蒙
δ
⇔
と
は
別
に
、
秘
密
条
約
と

　
　
し
て
同
盟
条
約
を
結
ん
だ
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
　
　
五
三
五
年
の
。
磐
詳
ニ
ー

　
　
泣
笥
8
は
、
そ
の
規
定
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
平
和
と
通
商
の
条
約
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
も
引
用
し
た
よ
う

　
　
に
、
O
①
暮
隅
一
｝
ω
が
「
私
は
フ
ラ
ン
ス
の
王
と
ト
ル
コ
人
と
の
条
約
を
承
認
し
な
い
」
と
い
っ
た
と
き
、
か
れ
が
秘
密
条
約
で
あ
る
同
盟
条

　
　
約
の
こ
と
を
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
多
く
の
歴
史
家
が
い
う
よ
う
に
一
五
三
五
年
の
。
卸
町
三
冬
δ
鋤
を
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
と
ト
ル
コ
の

　
　
皇
帝
の
問
の
同
盟
条
約
と
考
え
て
、
こ
れ
を
非
難
し
た
の
か
、
明
か
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
後
者
の
場
合
が
当
っ
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。
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し
か
し
そ
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
も
、
こ
の
問
題
（
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
異
教
徒
と
条
約
を
結
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
と

い
う
問
題
）
に
関
す
る
O
①
簿
一
一
δ
の
説
は
、
そ
の
後
の
国
際
法
学
者
に
対
し
て
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
　
か
れ
ら
も
ま
た
同
一
の
問
題
を

と
り
あ
げ
て
論
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
が
、
そ
う
す
る
と
、
Ω
①
三
…
ω
に
つ
づ
く
学
者
と
し
て
は
、
鵠
岱
α
q
o
g
o
静
三
9
H
α
Q
。
ω
一
峯
齢
．
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

近世における領事の裁判権（伊藤）

　
出
二
二
O
δ
島
島
も
そ
の
著
書
『
戦
争
と
平
和
の
法
に
つ
い
て
』
（
一
）
①
甘
お
び
巴
一
一
8
B
島
ω
℃
H
①
謡
）
（
こ
び
●
F
8
℃
葺
図
ぐ
℃

　
　
　
　
　
　
　

駿
自
－
首
●
）
の
な
か
で
、
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

　
か
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
異
教
徒
と
条
約
を
結
び
う
る
か
と
い
う
問
題
を
、
　
ま
ず
自
然
法
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
く
。
　
す
な
わ

ち
、
．
そ
の
こ
と
は
、
自
然
法
に
お
い
て
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
そ
の
法
は
す
べ
て
の
人
に
共
通
で
あ
っ
て
、
宗
教
の
相
違
を
認
め
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ら
で
あ
る
（
ゆ
．
自
）
、
と
。

　
つ
ぎ
に
か
れ
は
、
神
の
法
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
神
の
法
か
ら
は
問
題
に
な
る
。
そ
こ
で
最
初
に
旧

約
聖
書
の
神
の
法
に
つ
い
て
考
え
、
つ
ぎ
に
新
約
聖
書
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
「
害
を
加
え
る
目
的
で
は
な
く
て
異
教

徒
と
条
約
を
結
ぶ
こ
と
は
、
モ
ー
ゼ
の
法
以
前
に
は
許
さ
れ
て
い
た
」
（
「
①
α
ロ
9
8
山
眉
0
8
昌
巳
8
二
ω
9
℃
2
§
巴
δ
巳
ω
鋤
菊
⑦
＝
σ
q
δ
昌
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

o
o
葺
『
魯
Φ
「
Φ
窪
件
Φ
竃
。
巴
ω
一
①
伽
q
①
§
＝
o
¢
拝
）
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
モ
ー
ゼ
の
法
に
よ
っ
て
も
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
（
ゆ
．
只
博
戸
H
）
。

従
っ
て
通
商
条
約
（
閃
⑦
α
①
鑓
8
ヨ
§
①
「
o
ご
出
汐
”
を
異
教
徒
と
結
ぶ
こ
と
は
、
モ
ー
ゼ
の
法
に
よ
っ
て
許
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、

そ
れ
に
反
対
す
る
い
か
な
る
理
由
も
な
い
か
ら
で
あ
る
（
　
　
（
8
）
吻
．
只
”
戸
鴎
）
・
と
・
（
。
含
¢
ω
は
・
ま
た
他
の
と
こ
ろ
で
・
つ
ぎ
の
よ
う
に

も
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
異
教
徒
と
の
間
で
も
親
交
は
禁
止
さ
れ
な
い
　
（
9
鵠
く
一
〇
ε
ω
⑦
江
帥
§
討
巨
一
ド
ユ
ω
o
鐸
§
7
0
巳
扇
げ
ロ
9

ρ
二
一
巴
δ
巳
鐵
菊
巴
貫
δ
5
ρ
昌
。
昌
0
8
三
σ
9
自
●
）
。
　
一
層
悪
い
人
た
ち
で
、
　
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
無
視
す
る
も
の
と
の
間
で
も
、
す 38（2－4　●37）165



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
べ
て
の
通
商
が
禁
止
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
必
要
以
上
の
親
交
が
禁
止
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
（
ゆ
．
区
”
戸
ω
）
、
と
。
）

説　
　
　
つ
ぎ
に
軍
事
同
盟
（
ω
0
6
同
①
梓
⑳
ω
　
び
①
一
一
一
〇
簿
）
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
異
教
徒
と
こ
の
よ
う
な
同

論　
　
盟
を
結
ぶ
こ
と
は
、
モ
ー
ゼ
の
法
以
前
に
は
許
さ
れ
て
い
た
。
が
、
モ
ー
ゼ
の
法
は
、
「
一
般
的
に
い
え
ば
」
α
q
①
昌
㊤
郵
程
興
、
そ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
に
つ
い
て
い
か
な
る
変
更
も
加
え
な
か
っ
た
（
ゆ
・
閑
二
戸
①
）
。
福
音
の
法
（
ピ
。
×
鋤
く
き
σ
q
①
…
）
も
ま
た
同
様
で
あ
る
（
ゆ
．
図
’
戸

　
　
へ
ぬ
　

　
　
H
）
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
も
し
そ
の
よ
う
な
同
盟
を
結
ん
だ
た
め
に
異
教
徒
の
大
き
な
勢
力
が
一
層
大
き
く
な
る
な
ら
ば
」
（
ω
一
①
×

　
　
8
6
δ
件
舞
①
欝
＝
隅
。
け
き
①
o
℃
①
ω
ヨ
①
σ
q
嵩
§
口
巴
暮
び
9
。
ぴ
津
¢
筍
①
陣
謬
q
①
目
Φ
算
¢
β
）
、
　
「
ど
う
し
て
も
必
要
や
む
を
え
な
い
と
い
う
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
を
の
ぞ
い
て
は
」
（
Φ
×
許
鑓
　
ω
二
§
§
鋤
箆
　
鵠
①
O
Φ
ω
ω
μ
什
同
一
①
§
）
、
そ
れ
を
結
ん
で
は
な
ら
な
い
（
ゆ
．
肖
℃
戸
N
）
、
と
。

　
　
　
そ
し
て
最
後
に
0
8
江
¢
ω
は
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
敵
に
対
し
て
同
盟
を
結
ぶ
義
務
が
あ
る
　
（
6
び
ユ
ω
苓

　
　
同
工
。
ω
o
議
コ
①
ω
o
び
一
上
界
○
ω
影
身
畠
¢
ω
貯
2
嵩
9
§
鋤
α
＜
①
屋
¢
。
・
ず
◎
ω
8
ω
o
芹
房
江
9
三
ω
ヨ
帥
・
）
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
一
つ
の
団
体
の
成
員
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
れ
ら
は
相
互
に
悩
み
と
不
幸
と
を
に
な
い
あ
う
こ
と
を
命
じ
ら

　
　
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
個
人
に
当
て
は
ま
る
と
同
様
に
、
国
民
自
身
に
も
ま
た
王
自
身
に
も
当
て
は
ま
る
。
そ
の
た
め
に
、
王
や
国
民

　
　
は
、
　
「
不
敬
慶
な
敵
（
異
教
徒
）
が
強
大
な
武
力
を
も
っ
て
い
る
間
は
」
（
α
q
鑓
ω
紹
導
①
鴛
§
δ
び
。
の
8
一
§
且
。
）
相
互
に
援
助
を
与
え
あ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
必
要
が
あ
る
。
が
、
そ
の
援
助
を
有
効
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
同
盟
を
結
ば
ね
ば
な
ら
な
い
（
ゆ
●
首
）
、
と
。

　
　
　
従
っ
て
9
0
空
騒
も
ま
た
、
O
①
簿
…
ω
と
同
様
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
異
教
徒
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
　
通
商
条
約
の
場
合
と
軍
事
同
盟

　
　
の
場
合
と
を
区
別
し
て
考
え
る
。
そ
し
て
通
商
条
約
に
つ
い
て
は
、
O
窪
巳
δ
と
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
異
教
徒
と
こ
れ
を
結
ぶ
こ

　
　
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
軍
事
同
盟
に
関
し
て
は
、
○
①
暮
三
ω
の
よ
う
に
そ
れ
を
結
ぶ
こ
と
は
す
べ
て
禁
止
さ
れ
る
と
い

　
　
う
の
で
は
な
く
て
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
異
教
徒
と
そ
れ
を
結
ぶ
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
。
た
だ
そ
の
軍
事
同

　
　
盟
を
結
ん
だ
た
め
に
異
教
徒
の
勢
力
が
増
大
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
締
結
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
、
（
た
と
え
そ
れ
が
他
の
異
教
徒
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に
対
す
る
場
合
で
も
そ
う
で
あ
る
。
）
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
場
合
は
、
も
と
よ
り
異
教
徒
と
軍
事
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
（
こ
の
こ
と
は
、
O
δ
ユ
ロ
ω
が
、
　
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
異
教
徒
に
対
し
て
同
盟
を
結
ぶ
義
務
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
然
に
ひ
き
だ
さ
れ
る
結
論
で
あ
る
。
）

近世における領事の裁判権（伊藤）

　
閑
曲
げ
母
q
ぎ
⊆
o
ザ
①
（
N
σ
ロ
0
7
）
℃
H
α
㊤
Q
i
H
①
①
O
も
そ
の
著
書
『
フ
ェ
キ
ア
ー
レ
の
法
と
裁
判
、
す
な
わ
ち
諸
民
族
の
間
の
法
と
そ
の
諸
問

題
に
つ
い
て
の
説
明
』
　
（
貯
ユ
。
・
卑
言
象
。
一
一
聞
①
6
冨
一
グ
ω
貯
ρ
言
ユ
ω
一
三
①
「
σ
q
①
＝
冨
2
2
ρ
§
①
ω
二
〇
…
自
α
①
o
o
号
鍵
⑦
×
O
＝
8
齢
一
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

H
O
q
P
）
（
頴
『
ω
b
。
”
ω
8
梓
・
“
・
）
に
お
い
て
、
　
異
教
徒
と
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
。
が
、
そ
の

場
合
、
か
れ
は
O
δ
慧
霧
の
説
に
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
従
っ
て
、
要
約
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
e
害
を
加
え
な
い
た
め
に
異
教
徒
と
条
約
（
｛
O
①
α
⊆
ω
　
嵩
O
昌
　
鵠
O
O
O
昌
島
一
　
6
9
二
ω
四
）
を
結
ぶ
こ
と
は
、
つ
ね
に
許
さ
れ
る
。
通

商
条
約
（
h
O
O
α
①
「
僧
　
O
O
＝
日
§
①
肖
O
一
〇
『
自
§
）
お
よ
び
共
通
の
利
益
と
な
る
同
様
の
条
約
を
、
な
ぜ
異
教
徒
と
結
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う

の
か
、
そ
の
理
由
は
全
く
な
い
。
⇔
し
か
し
軍
事
同
盟
（
ω
O
O
一
〇
仲
呂
ω
　
げ
O
一
一
一
6
β
ゆ
）
に
関
し
て
い
う
と
、
そ
の
よ
う
な
同
盟
を
異
教
徒
と
結
ん

だ
た
め
に
、
そ
の
異
教
徒
の
強
大
な
勢
力
が
増
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
は
（
ω
一
①
×
埋
葬
一
8
0
δ
蜜
8
冒
δ
O
ず
き
器
。
需
ω
§
9
ゆ
q
2
目

ぎ
。
お
巳
①
葺
嘗
§
冨
三
ε
轟
①
ω
雨
燕
℃
）
、
例
外
と
し
て
こ
れ
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
。
武
力
が
同
圃
の
宗
教
の
人
た
ち
（
す
な
わ
ち
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ス
ト
教
徒
）
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
と
き
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
（
凄
「
ω
ド
留
9
戯
●
）
、
と
。

　
以
上
に
の
べ
た
よ
う
に
、
　
一
五
三
五
年
の
8
0
謬
巳
黛
9
二
8
を
め
ぐ
る
ト
ル
コ
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
際
関
係
は
、
国
際
法
学
の
う
え
で

も
重
大
な
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
　
そ
し
て
、
　
一
六
・
七
世
紀
の
国
際
法
学
の
創
始
者
と
よ
ば
れ
る
学
者
た
ち
、
　
O
o
葺
一
一
帥
9

0
8
ニ
ロ
9
蓋
世
0
7
①
な
ど
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
等
し
く
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
異
教
徒
と
通
商
条
約

は
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
軍
事
同
盟
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
全
く
許
さ
れ
な
い
と
す
る
6
窪
艶
δ
の
場
合
）

33（2－4　●39）167



説

か
、
　
あ
る
い
は
こ
れ
に
制
限
を
加
え
、
・
そ
の
軍
事
同
盟
を
結
ん
だ
た
め
に
異
教
徒
の
勢
力
が
強
大
と
な
る
と
き
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る

（
9
δ
嘗
¢
ω
や
N
O
信
9
①
」
の
場
合
）
。
す
く
な
く
と
も
か
れ
ら
は
、
　
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
他
の
キ
リ
ス
ト
教
国
に
反
対
し
て
異
教
徒
と
軍
事

同
盟
を
結
ぶ
こ
と
は
全
く
許
さ
れ
な
い
、
　
と
主
張
す
る
。
　
こ
れ
が
、
そ
の
時
代
の
国
際
法
学
者
の
共
通
の
説
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

が
、
そ
れ
は
、
ま
だ
中
世
め
宗
教
的
支
配
の
伝
統
か
ら
脱
却
し
き
れ
な
い
そ
の
時
代
の
学
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
宗
教
上
の
相
違
が
条
約

の
締
結
を
禁
止
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
一
八
世
紀
に
な
っ
て
、
○
げ
瓜
ω
寒
き
毛
9
h
抄
H
①
ま
i
H
誤
①
・
や
そ
の
影
響
を
う
け
た
国
蝕
白
Φ
ユ
0
7
α
Φ
＜
簿
8
ご
H
謡
膳

i
峯
①
8
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
に
条
約
の
締
結
が
宗
教
の
相
違
に
よ
っ
て
禁
止
・
制
限
さ
れ
る
と
い
う
主
張
は
、
全
く
し
り
ぞ
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
○
ξ
帥
ω
甑
磐
♂
＜
o
一
h
抽
H
①
刈
①
一
読
㎝
①
●
は
、
そ
の
著
書
『
科
学
的
方
法
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
た
万
民
法
（
国
際
法
）
』
（
言
。
・

ひq

ｳ
簿
ご
竃
§
Φ
昏
。
α
○
ω
o
δ
葺
一
膝
8
需
昌
類
。
δ
曾
β
μ
課
Φ
）
（
○
鋤
℃
●
　
り
㍉
’
　
ゆ
。
継
ト
り
り
。
）
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
O
「
い

か
な
る
異
教
を
信
じ
て
い
る
国
民
と
で
も
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
（
頃
σ
①
σ
二
ω
貯
貯
Φ
ζ
6
簿
8
巳
Ω
①
簿
①
巴
臨
〇
三
6
§
・

ρ
諾
お
獄
σ
q
δ
三
巴
巳
。
富
”
）
。
　
「
条
約
を
締
結
す
る
に
当
っ
て
、
そ
の
国
民
が
信
じ
て
い
る
宗
教
は
、
　
い
か
な
る
理
由
に
も
な
り
え
な
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